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電線「未接続時」
インジケータ：緑

【施工会社様向け（作業面での特長）】
•ドライバー無しですぐに配線作業ができます。
　ねじ締め作業が無くなり、配線を差し込むだけでブスバーに繋がります。
　※アース配線の作業時間が約1/4に短縮 (弊社調べ【ねじ止めとの比較】)

簡　単

•結線作業は電線(単線)を挿入するだけのため、時間短縮に貢献します。
　増し締めも不要で、ねじ締めのトルク管理や専用工具管理も不要です。省施工

•電線接続状態の表示（インジケータ）により「安心・安全・確実」な作業を実現。
　差し込み結線の不安を解消します。
　※電線が「確実」に接続されてから表示される構造になっております。

見える
安全

アース速結端子台（TPG形）
産業用分電盤等の省施工化に貢献する『アース速結端子台』をご提案！

【日時】6/1㈬～6/3㈮　10：00～ 17：00
　　　（初日のみ…10：30より、最終日のみ…16：30まで）
【会場】東京ビッグサイト（東1・2・3ホール） 

小間№3-57
 (東3ホール) 電線「接続時」

インジケータ：白

ドライバー
不要

ねじ締めタイプ 速結タイプ

速結タイプ

速結

省施工

営業部　〒525-8521 滋賀県草津市野村3-4-1　TEL.(077)562-1215㈹　FAX.(077)562-1213

•ブレーカーの大きさに合わせた寸法サイズで1極25㎜幅で
　設計しています。

省
スペース

•ブスバーへの取付けねじは本体に組み込んでおり、
　ねじの落下の心配がなく、安全かつ効率的に取付けできます。
　※ねじ締めタイプに比べ、取付け作業時間が約1/3に短縮（弊社調べ）

安全
省力化

【盤製造会社様向け（製作面での特長）】

JECA FAIR 2022に
出展します!!
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三
菱
電
機
の
品
質
不
正
問
題
。
長
年

か
つ
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
た
事
は
残

念
で
な
ら
な
い
。
未
来
志
向
で
捉
え
る

な
ら
ば
、
こ
の
問
題
に
よ
っ
て
大
き
な

事
故
や
不
具
合
を
引
き
起
こ
さ
な
か
っ

た
こ
と
は
不
幸
中
の
幸
い
だ
っ
た
。
顧

客
や
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ
の
信
頼
を

損
な
う
こ
と
に
対
し
て
責
任
問
題
は
避
け
ら
れ

な
い
が
、
こ
れ
を
糧
と
し
て
技
術
サ
ー
ビ
ス
の

開
発
や
進
化
に
つ
な
げ
、
Ｆ
Ａ
ひ
い
て
は
製
造

業
界
を
引
っ
張
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
心
か
ら

願
う
▼
製
造
業
に
限
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
仕
事
や
業

務
は
人
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し

そ
れ
が
弱
点
に
な
る
。
こ
れ
は
昔
か
ら
言
わ
れ

て
き
た
こ
と
だ
が
、
今
回
の
問
題
で
あ
ら
た
め

て
そ
れ
が
露
呈
し
た
。
人
は
ミ
ス
を
し
、
行
動

は
感
情
に
左
右
さ
れ
る
。
し
か
も
人
に
よ
っ
て

そ
の
度
合
い
は
異
な
る
。
誰
で
も
怠
け
た
り
、

サ
ボ
っ
た
り
、
見
逃
し
た
り
、
改
ざ
ん
し
た
り

す
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
を
発
見
し
た
時

も
、
と
が
め
る
、
直
す
、
ス
ル
ー
す
る
な
ど
さ

ま
ざ
ま
だ
。
こ
う
考
え
る
と
、
不
安
定
な
人
間

を
業
務
の
中
核
に
据
え
る
こ
と
自
体
に
無
理
が

来
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
昔
は
機
械
や
ロ

ボ
ッ
ト
、
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
が
存
在
し
な
か
っ
た

し
、
あ
る
種
の
お
お
ら
か
さ
、
大
ざ
っ
ぱ
さ
、

も
ろ
も
ろ
の
諦
観
が
あ
っ
た
た
め
、
業
務
は
人

ま
か
せ
で
良
か
っ
た
。
し
か
し
時
代
は
変
わ
っ

た
。
繊
細
で
複
雑
、
大
規
模
に
な
り
、
い
く
つ

も
の
要
素
が
絡
み
合
っ
た
り
も
し
て
い
る
。
小

さ
な
ミ
ス
や
不
正
が
広
範
囲
に
影
響
を
及
ぼ

す
。
そ
こ
を
う
ま
く
渡
っ
て
い
く
に
は
、
人
の

良
心
や
仕
組
み
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
。
必

要
な
の
は
や
は
り
「
仕
組
み
化
×
自
動
化
」
な

の
だ
▼
こ
れ
ま
で
は
性
善
説
で
人
を
信
じ
、
比

較
的
う
ま
く
い
っ
て
き
た
。
し
か
し
そ
れ
は

「
う
ま
く
い
っ
て
い
た
よ
う
に
見
え
て
い
た
」

だ
け
。
「
人
が
大
事
」
「
人
を
信
じ
る
」
「
人

に
ま
か
せ
る
」
こ
れ
ら
は
聞
こ
え
は
良
い
言
葉

だ
が
、
こ
れ
を
ベ
ー
ス
に
仕
事
や
業
務
プ
ロ
セ

ス
を
設
計
す
る
の
は
適
切
で
は
な
い
。
人
は
不

安
定
な
生
き
物
だ
。
極
力
、
現
場
か
ら
は
人
の

要
素
を
排
除
し
、
仕
組
み
化
し
て
、
作
業
は
機

械
や
ロ
ボ
ッ
ト
、
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
実
行
さ
せ

る
。
こ
う
す
る
こ
と
で
正
確
で
狂
い
も
少
な

く
、
安
定
し
た
業
務
が
可
能
に
な
る
。
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
は
自
動
化
し
、
人
は
そ
の
ル
ー
ル
や

仕
組
み
を
作
る
こ
と
に
頭
と
力
を
注
ぐ
。
こ
れ

こ
そ
が
Ｄ
Ｘ
時
代
の
製
造
業
に
お
け
る
人
の

「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
仕
事
」
な
の
だ
。

「Automation makes us happy

」
自
動

化
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
は
、
作
業
や
業
務
を

効
率
化
し
て
人
を
助
け
て
く
れ
る
と
同
時
に
、

嫌
な
こ
と
や
マ
イ
ナ
ス
な
こ
と
か
ら
人
を
遠
ざ

け
、
守
っ
て
く
れ
る
。
自
動
化
は
人
を
幸
せ
に

す
る
技
術
な
の
だ
か
ら
、
も
っ
と
活
用
し
て
促

進
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。

自動化は人と企業を守り、幸せにする　仕組み化×自動化を進めよう

　
【
お
知
ら
せ
】

　
本
紙
６
月
８
日
付
は
休

刊
し
、
次
号
は
６
月
15
日

付
で
発
行
い
た
し
ま
す
。

 

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新
聞

品
質
不
適
切
行
為
の
第
３
回
調
査
報
告

新
た
に
15
拠
点
101
件
問
題
発
覚

再
発
防
止
へ
改
革
実
行
と
調
査
継
続

三菱電機

　
再
発
防
止
に
関
し
て
は
、

調
査
委
員
会
か
ら
直
接
の
原

因
と
指
摘
さ
れ
た
①
手
続
き

に
よ
る
品
質
保
証
概
念
の
欠

如
②
品
質
部
門
の
脆
弱
性
③

ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層
の

疲
弊
④
本
社
と
現
場
の
距

離
、
さ
ら
に
、
そ
の
背
景
と

な
る
組
織
風
土
上
の
３
つ
の

問
題
（
⑤
拠
点
単
位
の
内
向

き
な
組
織
風
土
⑥
独
立
性
の

高
い
事
業
本
部
制
⑦
経
営
陣

の
本
気
度
）
に
対
し
て
、
品

質
風
土
改
革
、
組
織
風
土
改

革
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
３

つ
の
改
革
を
実
施
。
今
回
、

調
査
委
員
会
か
ら
７
つ
の
提

言
が
示
さ
れ
て
お
り
、
今
後

３
つ
の
改
革
に
取
り
入
れ
る

と
し
た
。

　
三
菱
電
機
は
、
製
造
工
程

に
お
け
る
品
質
不
適
切
行
為

に
関
し
て
、
３
回
目
の
調
査

結
果
を
報
告
し
、
再
発
防
止

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表

し
た
。
全
22
拠
点
の
う
ち
８

拠
点
で
調
査
が
終
了
し
、
14

拠
点
は
継
続
し
て
調
査
中
。

今
回
新
た
に
15
拠
点
・
１
０

１
件
の
不
適
切
行
為
が
見
つ

か
り
、
累
計
で
16
拠
点
で
不

適
切
行
為
が
行
わ
れ
、
そ
の

件
数
は
１
４
８
件
に
上
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
新
た
に
判
明
し
た
の
は
、

社
会
シ
ス
テ
ム
事
業
本
部
の

神
戸
製
作
所
で
９
件
、
伊
丹

製
作
所
で
19
件
、
長
崎
製
作

所
で
１
件
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
製

作
所
で
４
件
。

　
電
力
・
産
業
シ
ス
テ
ム
事

業
本
部
の
電
力
シ
ス
テ
ム
製

作
所
で
２
件
、
系
統
変
電
シ

ス
テ
ム
製
作
所
で
４
件
、
受

配
電
シ
ス
テ
ム
製
作
所
で
４

件
。

　
ビ
ル
シ
ス
テ
ム
事
業
本
部

の
稲
沢
製
作
所
で
10
件
。
リ

ビ
ン
グ
・
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ

ア
事
業
本
部
の
中
津
川
製
作

所
で
１
件
、
冷
熱
シ
ス
テ
ム

製
作
所
で
２
件
。
Ｆ
Ａ
シ
ス

テ
ム
事
業
本
部
の
名
古
屋
製

作
所
で
７
件
、
福
山
製
作
所

で
１
件
。
自
動
車
機
器
事
業

本
部
の
姫
路
製
作
所
で
４

件
、
三
田
製
作
所
で
32
件
。

半
導
体
・
デ
バ
イ
ス
事
業
本

部
の
パ
ワ
ー
デ
バ
イ
ス
製
作

所
で
１
件
。

　
ま
た
、
前
回
ま
で
に
報
告

さ
れ
た
案
件
は
、
設
備
の
調

査
・
点
検
を
実
施
し
て
処
置

を
行
っ
た
他
、
試
験
部
門
の

品
質
保
証
部
へ
の
異
動
な
ど

体
制
変
更
や
仕
組
み
の
見
直

し
を
実
施
し
て
い
る
。

７
７
１
１
／
21
Ｃ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ

３
を
基
準
と
し
て
、
は
ん
だ

付
の
ス
ピ
ー
ド
と
正
確
さ
、

手
順
や
安
全
性
配
慮
な
ど
を

競
う
も
の
。
協
議
時
間
は
60

分
で
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ
の
マ
ス
タ
ー

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
採
点

式
で
判
定
す
る
。
優
勝
者
に

は
賞
金
と
副
賞
、
さ
ら
に
11

月
15
日
か
ら
18
日
に
ド
イ
ツ

・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
行
わ
れ
る

Ｅ
ｌ
ｅ
ｃ
ｔ
ｒ
ｏ
ｎ
ｉ
ｃ
ａ

２
０
２
２
で
行
わ
れ
る
世
界

大
会
へ
の
参
加
資
格
と
渡
航

宿
泊
費
が
与
え
ら
れ
る
。

　
過
去
に
は
、
18
年
の
日
本

大
会
の
優
勝
者
が
、
19
年
世

界
大
会
で
も
優
勝
し
た
こ
と

が
あ
る
。

　
参
加
申
し
込
み
は
左
記
か

ら
。

https://cp.japanunix.
com/2022-10

　
電
子
機
器
の
実
装
や
組
立

て
な
ど
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

の
国
際
標
準
団
体
「
Ｉ
Ｐ

Ｃ
」
は
、
10
月
26
日
ネ
プ
コ

ン
ジ
ャ
パ
ン
名
古
屋
で
、
は

ん
だ
付
の
日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
を
決
め
る
「
Ｉ
Ｐ
Ｃ
は
ん

だ
付
コ
ン
テ
ス
ト
日
本
大
会

２
０
２
２
」
を
開
催
す
る
。

　
同
大
会
は
Ｉ
Ｐ
Ｃ
主
催
で

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
国
際
標
準
で
あ
る
Ｉ
Ｐ

Ｃ
―
Ａ
―
６
１
０
、
Ｊ
―
Ｓ

Ｔ
Ｄ
―
０
０
１
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ
―過去のIPCはんだ付大会の様子

ＭＡＣＴ敷地内に新工場を建設する
10月26日、名古屋で開催

IPCはんだ付コンテスト日本大会

2021
年
度
Ｆ
Ａ
・
制
御
関
連
機
器
出
荷
額

17
年
過
去

最
高

に
次
ぐ
規
模

納
期
遅
れ

受
注
積
み
残
し

22
年
も
好
調
持
続

　
Ｆ
Ａ
機
器
メ
ー
カ
ー
、
Ｆ
Ａ
・
機
械
商
社
は
好
業
績
と
な
り
、
２
０
２
１
年
の
Ｆ

Ａ
・
制
御
機
器
市
場
は
好
調
の
ま
ま
明
る
い
１
年
と
な
っ
た
。
市
場
概
況
で
も
、
日

本
電
機
工
業
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ａ
）
に
よ
る
産
業
用
汎
用
電
気
機
器
の
出
荷
実
績
、
日
本

電
気
制
御
機
器
工
業
会
（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ａ
）
の
出
荷
統
計
は
、
い
ず
れ
も
過
去
最
高
だ
っ

た
２
０
１
７
年
度
に
迫
る
結
果
と
な
っ
た
。
22
年
は
部
品
不
足
に
よ
る
納
期
遅
れ
と

受
注
の
積
み
残
し
に
よ
っ
て
好
調
は
持
続
す
る
見
通
し
。
一
方
で
、
23
年
は
旺
盛
な

自
動
化
需
要
と
設
備
投
資
は
期
待
し
な
が
ら
も
、
市
場
急
拡
大
の
反
動
で
踊
り
場
、

横
ば
い
の
懸
念
も
あ
り
、
油
断
で
き
な
い
年
に
な
る
。

　
２
０
２
１
年
度
の
Ｊ
Ｅ
Ｍ

Ａ
の
産
業
用
汎
用
電
気
機
器

の
出
荷
額
合
計
は
、
前
年
比

18
・
２
％
増
の
９
１
０
４
億

円
と
な
り
、
４
年
ぶ
り
の
プ

ラ
ス
と
な
っ
た
。
10
年
度
以

降
で
は
17
年
度
の
９
２
２
４

億
円
に
次
ぐ
過
去
で
２
番
目

の
数
値
と
な
っ
た
。
20
年
度

は
コ
ロ
ナ
禍
で
低
調
だ
っ
た

が
、
21
年
度
は
半
導
体
や
電

子
部
品
関
連
業
界
の
設
備
投

資
が
回
復
を
引
っ
張
っ
た
。

　
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
、
イ
ン
バ

ー
タ
な
ど
回
転
駆
動
機
器
は

26
・
２
％
増
の
３
４
６
９
億

円
。
Ｐ
Ｌ
Ｃ
や
電
磁
開
閉
器

な
ど
配
電
・
制
御
機
器
は
15

・
１
％
増
の
３
７
３
２
億
円

と
な
っ
た
。

　
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ａ
の
出
荷
総
額

は
、18・
７
％
増
の
７
２
１
４

億
５
６
０
０
万
円
。
こ
ち
ら

も
17
年
度
の
最
高
額
に
続
く

２
番
目
の
数
字
と
な
っ
た
。

　
大
品
目
別
で
は
、
操
作
用

ス
イ
ッ
チ
、
検
出
用
ス
イ
ッ

チ
、
制
御
用
リ
レ
ー
、
Ｐ
Ｌ

Ｃ
／
Ｆ
Ａ
、
制
御
用
専
用
機

器
の
５
大
品
目
全
て
で
１
０

０
％
超
え
の
二
桁
増
。
操
作

用
ス
イ
ッ
チ
は
20
・
９
％
増

の
４
５
６
億
３
４
０
０
万

円
。
検
出
用
ス
イ
ッ
チ
は
18

・
７
％
増
の
１
１
９
６
億
７

７
０
０
万
円
、
制
御
用
リ
レ

ー
は
20
・
７
％
増
の
１
７
４

２
億
５
１
０
０
万
円
で
過
去

最
高
を
記
録
。
Ｐ
Ｌ
Ｃ
／
Ｆ

Ａ
は
18
・
３
％
増
の
２
５
２

５
億
６
１
０
０
万
円
。
制
御

用
専
用
機
器
は
16
・
４
％
増

の
１
２
９
３
億
３
３
０
０
万

円
で
過
去
最
高
と
な
っ
た
。

　
仕
向
地
別
で
は
、
国
内
は

20
％
増
の
４
２
１
７
億
４
０

０
０
万
円
と
な
り
、
３
年
ぶ

り
に
１
０
０
％
を
超
え
た
。

半
導
体
製
造
装
置
や
自
動

車
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
工
作
機
な

ど
の
回
復
が
加
速
す
る
と
も

に
、
Ｄ
Ｘ
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
へ
の
積
極
投
資
も

あ
い
ま
っ
て
市
場
が
急
拡
大

し
た
。

　
輸
出
は
17
・
０
％
増
の
２

９
９
７
億
２
０
０
０
万
円
。

輸
出
比
率
は
41
・
５
％
と
な

っ
た
。
欧
米
、
ア
ジ
ア
い
ず

れ
も
急
激
な
回
復
を
見
せ
て

お
り
、
北
米
は
３
・
６
％
増

の
４
３
８
億
４
８
０
０
万

円
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
25
・
１

％
増
の
６
２
４
億
２
１
０
０

万
円
。
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｃ
は
18
・
４

％
増
の
１
９
３
０
億
５
４
０

０
万
円
。
う
ち
中
国
は
14
・

４
％
増
の
７
３
２
億
８
０
０

万
円
と
な
り
、
過
去
最
高
額

と
な
っ
た
。

「
ラ
イ
フ
ネ
ル
」事
業
開
始

サ
ブ
ブ
ラ
ン
ド

Ｂ
ｔ
ｏ
Ｃ
も
強
化

サンワテクノス

NECAの出荷総額の推移

JEMAの産業用汎用電気機器の出荷実績

　
サ
ン
ワ
テ
ク
ノ
ス
は
、
５

月
26
日
か
ら
生
活
関
連
商
品

の
販
売
に
向
け
て
、
サ
ブ
ブ

ラ
ン
ド
『
ラ
イ
フ
ネ
ル
』
の

事
業
を
開
始
し
た
。

　
『
ラ
イ
フ
ネ
ル
』
は
、

「
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
（
快
適
生

活
）
」
「
Ｈ
ｅ
ａ
ｌ
ｔ
ｈ

（
健
康
）
」
「
Ｃ
ａ
ｒ
ｅ

（
介
護
）
」
「
Ｆ
ｏ
ｃ
ｕ
ｓ

　
Ｎ
ｏ
ｗ
（
い
ま
に
焦

点
）
」
の
４
つ
の
カ
テ
ゴ
リ

ー
で
構
成
。
人
に
や
さ
し
い

・
環
境
に
や
さ
し
い
・
厳
選

し
た
商
品
と
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
も
の
で
、
従
来
の
Ｂ

ｔ
ｏ 

Ｂ
企
業
と
し
て
「
つ

な
が
り
」
と
「
信
頼
」
に
加

え
、
ラ
イ
フ
ネ
ル
を
通
じ

て
、
Ｂ
ｔ
ｏ 

Ｃ
企
業
と
し

て
も
「
作
り
手
」
と
「
使
い

手
」
と
も
つ
な
が
り
発
展
を

目
指
す
。

　
同
社
は
２
０
１
５
年
か

ら
、
仕
入
先
や
販
売
先
な
ど

の
取
引
先
と
の
つ
な
が
り
を

生
か
し
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
や
Ａ

Ｅ
Ｄ
な
ど
、
時
代
や
環
境
に

即
応
し
た
生
活
関
連
商
品
の

販
売
を
展
開
し
て
き
た
。
今

回
、
こ
の
取
り
組
み
を
さ
ら

に
進
め
る
た
め
に
、
部
門
の

名
称
を
「
ラ
イ
フ
・
フ
ァ
シ

リ
テ
ィ
推
進
部
」
に
変
更

し
、
特
設
サ
イ
ト
「
ラ
イ
フ

ネ
ル
」
を
開
設
し
た
も
の
。

　
ス
タ
ッ
フ
は
４
人
で
、
Ｅ

Ｃ
サ
イ
ト
を
利
用
し
た
決
済

や
、
ま
だ
ま
だ
世
の
中
に
広

ま
っ
て
い
な
い
良
い
商
品
を

厳
選
し
紹
介
し
て
い
く
。

「
も
の
づ
く
り
」支
援

新
会
社

設

立

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ

ッ
プ

を
運
営

サトーパーツ
　
サ
ト
ー
パ
ー
ツ
（
東
京
都

千
代
田
区
）
は
、
も
の
づ
く

り
の
困
り
ご
と
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
新
会
社「
サ
ッ
ト
コ
ン
」

（
原
真
人
社
長
）
を
、
２
０

２
２
年
４
月
に
設
立
し
た
。

　
新
会
社
は
、
生
産
技
術
者

や
開
発
技
術
者
な
ど
、
電
気

部
品
配
線
部
材
な
ど
を
使
用

す
る
人
に
、
選
び
や
す
く
、

使
い
や
す
い
〝
お
役
立
ち
商

品
〞
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
で
提
供
す
る
オ
ン
ラ
イ

ン
シ
ョ
ッ
プ
「
Ｓ
ａ
ｔ
ｃ
ｏ

ｎ
」
の
運
営
を
目
指
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
〝
あ
っ
た
ら
い
い

な
〞
と
か
、
〝
こ
ん
な
仕
様

の
電
気
部
品
が
欲
し
い
〞
と

い
っ
た
ア
イ
デ
ア
や
改
善
商

品
の
相
談
、
受
託
開
発
な
ど

も
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
　

　
さ
ら
に
、
も
の
づ
く
り
企

業
の
人
材
育
成
の
一
端
と
し

て
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室

の
よ
る
も
の
づ
く
り
体
験
の

サ
ポ
ー
ト
な
ど
も
行
う
。

　
な
お
、
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ

ッ
プ
は
７
月
４
日
に
オ
ー
プ

ン
予
定
で
、
オ
ー
プ
ン
記
念

セ
ー
ル
も
企
画
し
て
い
る
。

　
６
月
１
日
か
ら
開
催
の

「
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ
　
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ
２

０
２
２
」
、
お
よ
び
６
月
７

日
か
ら
開
催
の
「
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

Ａ
　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
２
０
２

２
」
の
サ
ト
ー
パ
ー
ツ
の
ブ

ー
ス
に
出
展
す
る
。

　
サ
ッ
ト
コ
ン
の
連
絡
先
は

次
の
通
り
。

　
▽
東
京
都
町
田
市
森
野
１

―
36
―
２
、
セ
レ
ス
テ
町
田

１
・
２
階
（
〒
１
９
４
―
０

０
２
２
）

　
▽
電
話
０
４
２
―
７
０
９

―
６
５
４
０

ト
ル
コ
に
工
場

空
調
機
を
生
産

三
菱
電
機

　
三
菱
電
機
は
、
ト
ル
コ
の

空
調
機
生
産
拠
点
の
三
菱
電

機
エ
ア
・
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ

ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
ズ
・
マ
ニ

ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
・
ト

ル
コ
（
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｔ
）
に
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
式
暖
房
・
給
湯
機

シ
ス
テ
ム
、
ル
ー
ム
エ
ア
コ

ン
の
新
工
場
を
建
設
す
る
。

投
資
額
は
１
３
０
億
円
。

　
新
工
場
は
、
ト
ル
コ
の
マ

ニ
サ
県
マ
ニ
サ
工
業
団
地
の

Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｔ
敷
地
内
に
建
設

し
、
敷
地
面
積
は
６
万
平
方

㍍
、
１
階
建
屋
で
延
床
面
積

は
４
万
平
方
㍍
。
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
式
暖
房
・
給
湯
機
シ
ス

テ
ム
と
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の

開
発
・
生
産
を
担
い
、
生
産

開
始
は
24
年
２
月
を
予
定
。

稼
働
開
始
後
の
生
産
能
力

は
、
Ａ
ｉ
ｒ
　
Ｔ
ｏ
　
Ｗ
ａ

ｔ
ｅ
ｒ
は
年
間
20
万
台
か
ら

30
万
台
へ
、
ル
ー
ム
エ
ア
コ

ン
は
年
間
80
万
台
か
ら
１
１

０
万
台
へ
と
増
強
す
る
。
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の
手
間
や
、
頻
繁
な
拭
き
取

り
に
よ
る
表
面
の
摩
耗
な
ど

が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
非
接

触
で
操
作
で
き
る
タ
ッ
チ
レ

ス
ス
イ
ッ
チ
へ
の
ニ
ー
ズ
が

強
ま
っ
て
い
る
。

　
ま
た
医
薬
品
や
食
品
、
医

療
機
器
で
は
衛
生
面
の
観
点

か
ら
、
指
操
作
を
行
わ
な

い
、
非
接
触
に
よ
る
操
作
需

要
が
高
ま
っ
て
お
り
、
タ
ッ

チ
レ
ス
ス
イ
ッ
チ
の
需
要
は

広
が
り
つ
つ
あ
る
。

　
同
製
品
は
、
光
電
セ
ン
サ

で
採
用
さ
れ
て
い
る
近
赤
外

線
反
射
方
式
を
応
用
し
、
押

し
ボ
タ
ン
ス
イ
ッ
チ
と
同
様

の
オ
ン
オ
フ
が
可
能
な
タ
ッ

チ
レ
ス
ス
イ
ッ
チ
。
最
大
２

７
０
㍉
㍍
ま
で
検
出
距
離
の

調
整
が
で
き
、
検
出
範
囲
を

正
面
の
み
に
限
定
す
る
こ
と

で
誤
作
動
を
防
ぎ
、
ス
イ
ッ

チ
に
向
け
指
や
手
を
近
づ
け

る
こ
と
で
触
れ
る
こ
と
な
く

操
作
が
で
き
る
。
赤
と
緑
の

２
色
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
光
で
出
力

・
待
機
な
ど
の
状
態
を
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
パ
タ
ー
ン

は
外
部
制
御
で
変
更
可
能
。

オ
ン
デ
ィ
レ
ー
０
・
５
秒
、

オ
フ
デ
ィ
レ
ー
２
秒
の
タ
イ

マ
付
タ
イ
プ
、
上
位
の
Ｐ
Ｌ

Ｃ
等
で
時
間
を
制
御
で
き
る

直
出
力
タ
イ
プ
も
ラ
イ
ン
ア

ッ
プ
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｐ
65
／

67
の
高
い
保
護
構
造
で
、
屋

内
外
で
使
用
可
能
。
Ｎ
Ｅ
Ｍ

Ａ
　
Ｔ
ｙ
ｐ
ｅ
　
４
Ｘ
の
認

証
も
取
得
し
て
い
る
。
樹
脂

タ
イ
プ
と
メ
タ
ル
タ
イ
プ
の

２
機
種
あ
り
、
パ
ネ
ル
サ
イ

ズ
φ
22
㍉
㍍
で
取
り
付
け
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

　
用
途
は
、
不
特
定
多
数
が

触
れ
る
屋
内
外
の
自
動
扉
や

エ
レ
ベ
ー
タ
、
駐
車
場
の
発

券
機
等
を
は
じ
め
、
衛
生
面

の
配
慮
が
必
要
な
病
院
や
医

療
機
関
に
お
け
る
医
療
機
器

の
操
作
、
食
品
工
場
や
半
導

体
工
場
等
の
ク
リ
ー
ン
シ
ャ

ワ
ー
、
ク
リ
ー
ン
ブ
ー
ス
、

食
品
製
造
装
置
、
半
導
体
製

造
装
置
等
の
操
作
パ
ネ
ル
に

最
適
。
ま
た
産
業
機
械
の
押

し
ボ
タ
ン
を
代
替
し
て
「
ボ

　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
コ
ネ
ク
ト

は
、
溶
接
機
や
作
業
者
の
作

業
状
況
を
収
集
、
蓄
積
、
分

析
す
る
こ
と
で
生
産
性
向
上

や
品
質
向
上
、
ト
レ
ー
サ
ビ

リ
テ
ィ
強
化
を
実
現
す
る
統

合
溶
接
管
理
シ
ス
テ
ム
「
ｉ

Ｗ
Ｎ
Ｂ
　
ｆ
ｏ
ｒ
　
Ｗ
ｅ
ｌ

ｄ
ｉ
ｎ
ｇ
　
Ｍ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ

ｅ
ｓ
」
と
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

機
能
を
持
た
な
い
ア
ナ
ロ
グ

溶
接
機
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
接

続
可
能
に
す
る
「
溶
接
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
装
置
」
を
発
売
し

た
。

　
同
シ
ス
テ
ム
は
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
機
能
を
持
た
な
い
ア

ナ
ロ
グ
溶
接
機
に
溶
接
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
装
置
を
取
り
付
け

る
こ
と
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
接

続
が
可
能
。
溶
接
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
経
由
で
の
溶
接
機
デ
ー

タ
の
取
得
に
加
え
、
作
業
者

の
作
業
状
況
も
把
握
で
き
、

そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
集
約
、

見
え
る
化
を
実
現
す
る
こ
と

で
工
程
の
進
捗
遅
れ
な
ど
溶

接
現
場
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

解
決
に
役
立
つ
。

　
ま
た
、
Ｗ
ｅ
ｂ
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
採
用
で
、
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
Ｐ
Ｃ
に
は
ソ
フ
ト

を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
必
要

が
な
く
、
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
機

器
と
高
い
親
和
性
を
実
現
し

た
。

Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
６
対
応

通
信
モ
ジ
ュ
ー
ル

村
田
製
作
所

　
村
田
製
作
所
、
Ｗ
ｉ
―
Ｆ

ｉ
６
対
応
Ｉ
ｏ
Ｔ
機
器
向
け

通
信
モ
ジ
ュ
ー
ル
量
産
開
始

　
村
田
製
作
所
は
、
Ｗ
ｉ
―

Ｆ
ｉ
６
対
応
Ｉ
ｏ
Ｔ
機
器
向

け
通
信
モ
ジ
ュ
ー
ル
「
Ｔ
ｙ

ｐ
ｅ
　
１
Ｘ
Ｌ
」
＝
写
真
＝

の
量
産
を
開
始
し
た
。

　
同
製
品
は
、
通
信
分
野
で

培
っ
た
回
路
設
計
技
術
や
表

面
実
装
技
術
を
活
用
し
、
従

来
製
品
と
比
べ
て
実
装
面
積

を
約
50
％
小
型
化
し
た
モ
ジ

ュ
ー
ル
と
し
て
高
密
度
設
計

を
実
現
。
無
線
通
信
に
必
要

な
機
能
を
ワ
ン
パ
ッ
ケ
ー
ジ

化
し
、
専
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
で
従
来
の

Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
５
対
応
端
末
か

ら
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
６
へ
容
易
に

ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
対
応
で
き

る
。

　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
カ
メ
ラ
、

テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
、
ド

ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
、
ウ
ェ
ブ
カ

メ
ラ
、
ハ
ン
ド
ヘ
ル
ド
機
器

や
超
小
型
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン

ト
、
動
画
や
Ｖ
Ｒ
／
Ａ
Ｒ
な

ど
の
デ
ー
タ
を
扱
う
Ｉ
ｏ
Ｔ

機
器
等
に
最
適
。

　
北
陽
電
機
は
、
超
小
型
レ

ー
ザ
距
離
セ
ン
サ
「
Ｌ
Ｘ
２

―
２
５
７
」
＝
写
真
＝
の
販

売
を
強
化
す
る
。

　
同
製
品
は
、
２
・
５
㍍
ま

で
の
検
出
が
可
能
な
超
小
型

レ
ー
ザ
距
離
セ
ン
サ
で
、
パ

ル
ス
発
光
さ
れ
た
レ
ー
ザ
が

対
象
物
に
あ
た
っ
て
戻
っ
て

く
る
ま
で
の
時
間
を
計
測

し
、
距
離
に
換
算
す
る
「
Ｔ

Ｏ
Ｆ
方
式
」
を
採
用
し
、
対

象
物
の
表
面
状
態
の
影
響
に

　
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
日
の
出
の

勢
い
で
伸
び
て
い
た
昭
和
の
成

長
期
に
勇
ま
し
い
言
葉
が
よ
く

使
わ
れ
た
。
今
で
は
死
後
に
な

っ
て
い
る
が
、
が
む
し
ゃ
ら
に

働
く
社
員
を
「
企
業
戦
士
」
な

ど
と
言
っ
て
い
た
。
当
時
の
機

器
部
品
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
最
前
線

で
活
動
す
る
営
業
で
も
軍
事
用

語
が
結
構
使
わ
れ
た
。
戦
略
と

い
う
軍
事
用
語
は
今
で
も
一
般

的
に
使
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
ピ

タ
ッ
と
く
る
言
葉
が
見
当
た
ら

な
い
た
め
だ
ろ
う
。
戦
略
に
類

す
る
戦
術
・
戦
法
・
作
戦
は
今

で
は
手
段
や
実
行
プ
ラ
ン
等
に

代
わ
っ
て
使
わ
れ
て
い
る
。
成

長
期
当
時
の
営
業
で
は
、
戦
術

会
議
と
か
〇
〇
作
戦
の
よ
う
な

表
現
を
普
通
に
使
っ
て
い
た
。

　
現
在
の
営
業
活
動
で
使
う
用

語
は
こ
の
手
の
勇
ま
し
い
用
語

で
は
な
く
、
ソ
フ
ト
な
表
現
に

な
っ
て
い
る
。
言
葉
は
そ
の
時

代
を
映
す
鏡
で
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。
そ
れ
で
も
よ
く
考
え

て
見
る
と
現
在
で
も
人
の
表
現

は
立
ち
向
か
う
姿
勢
で
強
い
口

調
に
も
な
り
、
ソ
フ
ト
な
口
調

に
も
な
る
。

　
営
業
は
昔
も
今
も
変
わ
り
な

く
競
争
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
厳

し
い
仕
事
で
あ
る
。
仕
事
に
向

か
う
姿
勢
は
、
常
と
は
言
わ
な

い
が
勇
ま
し
い
方
が
い
い
だ
ろ

う
。
そ
れ
な
の
に
な
ぜ
勇
ま
し

い
軍
事
的
な
用
語
が
使
わ
れ
な

く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
が
。
そ
れ

は
お
そ
ら
く
、
機
器
部
品
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
立
ち
向
か
う
販
売
員

の
姿
勢
の
違
い
か
ら
出
て
く
る

も
の
な
の
だ
。

　
昭
和
の
成
長
期
に
は
目
に
見

え
て
増
え
て
い
く
客
先
や
そ
の

現
場
で
発
生
す
る
需
要
を
取
り

に
行
く
姿
勢
で
臨
ん
で
い
た
か

ら
勇
ま
し
く
な
っ
た
。
売
り
上

げ
は
そ
の
活
動
に
応
じ
て
、
ぐ

ん
と
上
っ
た
。
平
成
以
降
に
な

る
と
互
い
の
競
合
は
激
し
く
な

っ
た
。
新
規
客
や
需
要
は
増
え

て
な
い
た
め
に
競
合
の
切
り
替

え
や
案
件
の
取
り
こ
ぼ
し
が
な

い
よ
う
な
営
業
活
動
と
な
っ
て

い
て
、
思
っ
た
ほ
ど
に
売
り
上

げ
が
伸
び
な
く
な
っ
た
。

　
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
総
パ
イ
が
増

え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
、
パ
イ
の
取
り
合
い
で
あ
っ

て
も
勢
い
が
感
じ
ら
れ
な
い
競

争
に
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
軍

事
的
な
勇
ま
し
い
作
戦
名
や
戦

術
・
戦
法
の
つ
い
た
活
動
に
は

な
っ
て
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ

ま
で
に
何
度
か
言
っ
た
よ
う
に

Ｆ
Ａ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
か
ら
じ
わ

じ
わ
と
周
辺
に
に
じ
み
出
し
て

く
る
少
し
違
っ
た
需
要
が
芽
を

出
す
。
そ
れ
ら
の
芽
は
や
が
て

新
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
形
成
す
る
と

考
え
た
方
が
い
い
。

　
販
売
員
は
こ
の
よ
う
な
新
マ

ー
ケ
ッ
ト
に
向
か
っ
て
い
く
時

に
緊
張
は
す
る
が
、
販
売
ツ
ー

ル
を
持
っ
た
安
堵
感
か
ら
、
意

外
と
軽
い
気
持
ち
で
見
込
み
客

を
訪
問
す
る
。
販
売
ツ
ー
ル
が

あ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
は
見
込
み

客
で
も
、
あ
る
程
度
は
成
功
し

て
き
た
。
そ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

は
積
み
重
ね
た
経
験
が
あ
っ
た

た
め
に
ど
ん
な
商
品
に
興
味
が

あ
る
か
お
お
よ
そ
の
見
当
が
付

い
た
か
ら
だ
。

　
し
か
し
今
ま
で
の
経
験
や
デ

ー
タ
等
が
基
に
な
っ
て
営
業
を

し
て
も
、
に
じ
み
出
し
の
新
マ

ー
ケ
ッ
ト
に
は
功
を
奏
す
る
か

ど
う
か
分
か
ら
な
い
。
う
ま
く

い
か
な
か
っ
た
ら
販
売
ツ
ー
ル

を
変
え
て
試
み
て
も
、
成
功
す

る
の
は
幸
運
な
時
だ
け
で
あ

る
。
や
は
り
新
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

足
を
踏
み
入
れ
る
時
に
は
強
い

思
い
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
し
て
戦
略
的
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
日
本
人
の
気
質
な

の
か
も
し
れ
な
い
が
、
戦
略
は

苦
手
で
あ
る
た
め
の
方
法
が
先

に
立
っ
て
し
ま
う
。
戦
略
的
と

言
っ
て
も
難
し
く
考
え
る
こ
と

は
な
い
。
問
題
を
ぶ
つ
け
る
と

そ
の
問
題
を
ど
う
や
っ
て
解
決

す
る
か
と
い
う
Ｈ
Ｏ
Ｗ
を
考
え

始
め
る
。
こ
れ
は
戦
術
的
で
あ

る
。
そ
の
Ｈ
Ｏ
Ｗ
を
考
え
て
、

す
ぐ
行
動
す
る
前
に
、
な
ぜ
そ

れ
を
や
る
の
か
と
い
う
Ｗ
Ｈ
Ｙ

の
検
討
か
ら
入
れ
ば
い
い
の

だ
。
そ
う
す
れ
ば
に
じ
み
出
し

の
新
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
攻
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
覚
悟
が

で
き
て
、
そ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ

攻
め
入
る
の
で
あ
れ
ば
現
在
の

主
た
る
顧
客
で
い
い
の
か
、
現

在
案
件
を
出
し
て
く
れ
る
部
署

や
人
だ
け
を
対
象
に
し
て
い
い

の
か
、
現
在
の
扱
い
商
材
だ
け

で
い
い
の
か
と
い
う
疑
問
が
出

る
。

　
こ
の
疑
問
か
ら
い
ろ
い
ろ
な

課
題
が
出
て
く
る
だ
ろ
う
。
一

つ
一
つ
検
討
す
れ
ば
、
で
き
る

こ
と
、
で
き
な
い
こ
と
に
分
け

ら
れ
る
。
ど
う
し
て
も
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
が
出
て

く
る
。
そ
の
活
動
を
や
る
場
合

に
は
勇
ま
し
い
作
戦
名
を
つ
け

て
動
け
ば
、
士
気
は
上
っ
て
や

る
気
が
出
て
く
る
は
ず
だ
。

問
題
の
解
決
へ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
を
考
え
る

行
動
す
る
前
に
Ｗ
Ｈ
Ｙ
の
検
討
を

�

新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

非
接
触
で
衛
生
的

感
染
症
対
策
に
最
適

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
と
も
な
っ
て
非

接
触
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
お

り
、
特
に
不
特
定
多
数
の
人

が
触
れ
て
操
作
す
る
押
し
ボ

タ
ン
ス
イ
ッ
チ
等
で
は
で
き

る
だ
け
触
れ
た
く
な
い
と
い

う
要
望
が
増
加
し
て
い
る
。

ま
た
そ
れ
ら
の
ス
イ
ッ
チ
は

感
染
防
止
の
た
め
に
定
期
的

な
消
毒
や
拭
き
取
り
が
実
施

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
作
業

　
明
電
舎
と
明
電
ナ
ノ
プ
ロ

セ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

（
明
電
Ｎ
Ｐ
Ｉ
社
）
は
、
オ

ゾ
ン
関
連
製
品
の
専
業
メ
ー

カ
ー
の
エ
コ
デ
ザ
イ
ン
と
共

同
で
、
超
高
濃
度
／
高
純
度

オ
ゾ
ン
水
生
成
装
置
を
開
発

し
た
。

　
同
製
品
は
、
明
電
Ｎ
Ｐ
Ｉ

社
の
キ
ー
デ
バ
イ
ス
で
あ
る

「
ピ
ュ
ア
オ
ゾ
ン
ジ
ェ
ネ
レ

ー
タ
」
で
生
成
し
た
高
濃
度

オ
ゾ
ン
ガ
ス
を
使
っ
て
超
高

濃
度
・
高
純
度
オ
ゾ
ン
水
の

生
成
が
可
能
。
一
般
的
な
オ

ゾ
ン
水
生
成
装
置
の
濃
度
は

数
十
㍉
㌘
／
ℓ
な
の
に
対

し
、
同
製
品
で
は
濃
度
４
０

０
㍉
㌘
／
ℓ
を
超
え
る
超
高

濃
度
オ
ゾ
ン
水
を
つ
く
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
超
高
濃
度
オ
ゾ
ン
水
は
高

い
酸
化
力
を
持
ち
、
半
導
体

製
造
プ
ロ
セ
ス
の
洗
浄
、
レ

ジ
ス
ト
除
去
、
表
面
改
質
等

の
工
程
で
従
来
の
オ
ゾ
ン
水

で
は
除
去
し
切
れ
な
か
っ
た

有
機
物
の
短
時
間
処
理
が
可

能
。
コ
ン
タ
ミ
を
最
小
限
に

抑
え
、
製
品
の
品
質
の
向
上

に
も
つ
な
が
る
。
分
解
す
る

と
無
害
な
水
と
酸
素
と
な
る

た
め
、
従
来
の
薬
液
処
理
と

比
べ
て
排
水
処
理
の
費
用
負

担
も
低
減
で
き
る
。

　
ま
た
医
療
や
食
品
分
野
の

殺
菌
や
消
毒
等
に
適
用
す
る

と
、
強
力
な
酸
化
反
応
で
高

い
効
果
が
見
込
め
、
か
つ
重

金
属
や
有
害
物
質
を
含
ま
な

い
た
め
、
安
心
安
全
に
使
う

こ
と
が
で
き
る
。

　
２
０
２
２
年
度
内
に
濃
度

３
０
０
㍉
㌘
／
ℓ
、
流
量
１

ℓ
／
分
の
小
容
量
機
の
販
売

を
予
定
し
、
そ
の
後
中
〜
大

容
量
機
な
ど
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

拡
充
を
計
画
し
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
は
、
φ
22
の
タ
ッ
チ
レ
ス
ス
イ
ッ
チ
「
Ｃ
Ｗ
１
Ｈ
（
樹
脂
タ
イ

プ
）
／
Ｃ
Ｗ
４
Ｈ
（
メ
タ
ル
タ
イ
プ
）
形
」
を
日
本
で
先
行
発
売
開
始
し
、

順
次
グ
ロ
ー
バ
ル
で
も
展
開
し
て
い
く
。

IDEC　φ22タッチレススイッチ

φ22タッチレススイッチ

　
キ
ヤ
ノ
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン

は
、
米
シ
グ
レ
イ
社
製
の
マ
イ
ク
ロ
Ｘ
線

Ｃ
Ｔ
顕
微
鏡
「
Ａ
ｐ
ｅ
ｘ
　
Ｘ
Ｃ
Ｔ
」
＝

写
真
＝
を
発
売
し
た
。

　
近
年
、
半
導
体
需
要
の
急
増
に
と
も
な

っ
て
故
障
解
析
や
研
究
開
発
に
お
け
る
非

破
壊
分
析
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る

が
、
半
導
体
部
品
は
、
Ｘ
線
吸
収
率
が
大

き
く
異
な
る
金
属
材
料
と
樹
脂
材
料
が
積

層
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
非
破
壊
で
の
故

障
解
析
や
品
質
管
理
が
困
難
だ
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
同
製
品
は
、
独
自
の
装
置

機
構
で
サ
ブ
ミ
ク
ロ
ン
空
間
分
解
能
で
も

最
大
直
径
３
０
０
㍉
㍍
サ
イ
ズ
ま
で
の
サ

ン
プ
ル
を
切
り
出
す
こ
と
な
く
、
約
15
分

間
で
測
定
可
能
。
大
き
な
平
板
状
の
サ
ン

プ
ル
の
内
部
構
造
に
つ
い
て
可
視
化
を
容

易
に
す
る
。
価
格
は
２
億
円
。

超
高
濃
度
／
高
純
度
オ
ゾ
ン
水
生
成
装
置

明
電
舎
な　

　

ど

共
同
開
発

　

高
い
洗
浄
効
果
と
環
境
負
荷
低
減

　
シ
ー
メ
ン
ス
は
、
日
本
の

製
造
業
の
工
場
（
Ｏ
Ｔ
）
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
課
題

解
決
に
向
け
、
Ａ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
Ｔ

（
東
京
都
新
宿
区
）
、
ア
イ

デ
ン
（
石
川
県
金
沢
市
）
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
バ
リ
ュ
ー
コ

ン
ポ
ネ
ン
ツ
（
Ｎ
Ｖ
Ｃ
、
東

京
都
大
田
区
）
、
米
ノ
ゾ
ミ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
社
の
４
社

＝
写
真
＝
と
協
業
し
、
日
本

国
内
に
Ｄ
Ｘ
工
場
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
と
い
う
サ
イ
バ
ー
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
の
モ
デ
ル
ラ
イ
ン

を
構
築
、
実
証
ラ
イ
ン
に
お

け
る
提
供
を
開
始
し
た
。

　
シ
ー
メ
ン
ス
は
産
業
用
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
Ｓ
ｃ
ａ
ｌ

ａ
ｎ
ｃ
ｅ
を
提
供
。
ア
イ
デ

ン
は
Ｄ
Ｘ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
制

御
盤
の
設
計
製
作
を
担
う
。

Ｎ
Ｖ
Ｃ
は
工
場（
Ｏ
Ｔ
）セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
対
策
製
品
Ｎ
ｏ
ｚ

ｏ
ｍ
ｉ
　
Ｎ
ｅ
ｔ
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ

ｓ
　
Ｇ
ｕ
ａ
ｒ
ｄ
ｉ
ａ
ｎ
を

国
内
販
売
代
理
店
と
し
て
提

供
。
ま
た
Ａ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
と
連

携
し
て
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
で
重
要
と
な
る
工

場
（
Ｏ
Ｔ
）
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
イ
ン
シ
デ
ン
ト
監
視
・
運

用
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

工
場
の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
コ
ネ
ク
ト

溶
接
作
業「
見
え
る
化
」

統
合
管
理
シ
ス

テ
ム

、モ
ニ
タ
リ
ン
グ
装
置

タ
ン
を
押
す
」
作
業
を
な
く

す
こ
と
で
疲
労
感
を
低
減
す

る
よ
う
な
使
い
方
も
検
討
さ

れ
て
い
る
。

強
く
、
ワ
ー
ク
と
の
距
離
を

安
定
し
て
検
出
で
き
る
。

　
デ
ジ
タ
ル
パ
ネ
ル
を
搭
載

し
、
距
離
を
数
値
で
確
認
す

る
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
方
式
で
設

定
も
簡
単
。
赤
色
レ
ー
ザ
で

ス
ポ
ッ
ト
光
が
は
っ
き
り
見

え
て
光
軸
調
整
も
容
易
で
、

レ
ー
ザ
ク
ラ
ス
１
で
目
に
も

や
さ
し
く
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
表
示
灯
の
出
力
１
を

ス
タ
ビ
リ
テ
ィ
出
力
（
安
定

状
態
出
力
）
に
切
り
替
え
で

き
、
安
定
検
出
は
緑
色
に
出

力
Ｏ
Ｎ
、
検
出
不
能
の
時
は

赤
色
に
出
力
Ｏ
Ｆ
Ｆ
の
設
定

す
る
こ
と
で
視
認
性
を
向
上

さ
せ
て
い
る
。

　
距
離
に
応
じ
た
ア
ナ
ロ
グ

出
力
タ
イ
プ
、
距
離
設
定
出

力
タ
イ
プ
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

し
、
位
置
決
め
、
レ
ベ
ル
制

御
な
ど
距
離
測
定
用
途
に
最

適
と
な
っ
て
い
る
。

超
高
濃
度
・
高
純
度
オ
ゾ
ン

水
生
成
装
置
㊨
と
ピ
ュ
ア
オ

ゾ
ン
ジ
ェ
ネ
レ
ー
タ

北
陽
電
機 

超
小
型
レ
ー
ザ
距
離
セ
ン
サ

ワ
ー
ク
と
の
距
離
を

計
測
し
て
安
定
検
出

　
価
格
は
オ
ー
プ
ン
で
、
統

合
溶
接
管
理
シ
ス
テ
ム
は
月

産
15
台
、
溶
接
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
装
置
は
同
１
０
０
台
を
見

込
む
。

シーメンスなど４社
日本市場へ提供開始
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（3）　　　２０２２年（令和４年）６月１日
ま
に
部
品
指
定
を
し
て
く
る
こ

と
が
あ
る
。
部
品
が
現
行
品
と

変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
調
達
も
容

易
で
あ
れ
ば
問
題
な
い
が
、
生

産
中
止
・
絶
版
だ
っ
た
り
、
現

在
の
よ
う
な
部
品
不
足
で
納
期

が
長
い
場
合
に
は
、
制
御
盤
メ

ー
カ
ー
に
は
部
品
在
庫
を
多
く

抱
え
た
り
、
部
品
の
納
品
待
ち

で
生
産
が
滞
る
と
い
っ
た
リ
ス

ク
が
生
じ
る
。
ま
た
代
替
品
を

使
う
際
に
は
性
能
・
動
作
保
証

を
す
る
必
要
が
あ
り
、
顧
客
へ

の
変
更
確
認
に
大
き
な
手
間
が

か
か
る
と
い
っ
た
非
効
率
が
発

生
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
問
題
や
手
間
を
な

く
し
、
顧
客
が
適
切
な
部
品
と

回
路
を
指
定
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
。
そ
の
解
決
策
は
、
①
制

御
盤
メ
ー
カ
ー
が
更
新
し
た
Ｃ

Ａ
Ｄ
デ
ー
タ
を
顧
客
へ
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
す
る
、
②
顧
客
が
新

し
い
仕
様
に
適
合
す
る
よ
う

に
、
機
器
メ
ー
カ
ー
と
制
御
盤

メ
ー
カ
ー
が
連
携
し
て
新
し
い

部
品
を
提
案
す
る
、
③
機
器
メ

ー
カ
ー
の
電
子
カ
タ
ロ
グ
と
Ｃ

Ａ
Ｄ
ツ
ー
ル
が
連
携
し
、
生
産

中
止
決
定
済
み
の
製
品
の
回
避

や
推
奨
代
替
品
の
利
用
な
ど
適

切
な
部
品
選
定
を
容
易
に
す
る

と
い
う
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
こ
と

が
肝
要
。

　
第
一
に
紙
図
面
か
ら
Ｃ
Ａ
Ｄ

デ
ー
タ
を
基
本
と
す
る
こ
と
で

顧
客
と
制
御
盤
メ
ー
カ
ー
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑

に
し
、
続
い
て
御
盤
メ
ー
カ
ー

は
顧
客
か
ら
発
注
を
た
だ
待
つ

の
で
は
な
く
、
機
器
メ
ー
カ
ー

と
連
携
し
て
積
極
的
な
新
し
い

仕
様
の
提
案
を
す
る
こ
と
で
、

生
産
中
止
品
や
リ
ー
ド
タ
イ
ム

が
長
い
部
品
を
使
う
リ
ス
ク
を

避
け
、
同
時
に
制
御
盤
の
性
能

も
上
げ
て
い
く
。

　
さ
ら
に
将
来
的
に
は
、
Ｃ
Ａ

Ｄ
デ
ー
タ
と
機
器
メ
ー
カ
ー
の

カ
タ
ロ
グ
の
部
品
デ
ー
タ
が
連

携
し
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
な
か
で
適
切

な
部
品
選
択
が
可
能
な
仕
組
み

に
し
て
い
く
こ
と
で
部
品
指
定

の
際
に
起
こ
り
が
ち
な
問
題
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

顧
客
と
Ｃ
Ａ
Ｄ
デ
ー
タ
連
携

部品指定の壁

　
３
回
目
は
「
部

品
お
よ
び
回
路
の

指
定
」
の
壁
。
顧

客
が
発
注
す
る

際
、
古
い
図
面
が

更
新
・
改
版
さ
れ

て
お
ら
ず
、
当
時

の
部
品
を
そ
の
ま

　
制
御
盤
の
設
計
・
製
造
工
程
を
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
っ
て
効
率
化
し
、
制
御
盤
関
連
各
社

の
体
質
強
化
を
実
現
す
る
「
制
御
盤
Ｄ
Ｘ
」
。
し
か
し
そ
こ
に
至
る
ま
で
は
い
く
つ
も
の
壁

・
ハ
ー
ド
ル
が
存
在
す
る
。
日
本
電
機
工
業
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ａ
）
制
御
盤
２
０
３
０
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
は
、
制
御
盤
の
制
作
工
程
の
将
来
の
形
と
し
て
「
制
御
盤
２
０
３
０
」
を
提
示

し
、
さ
ら
に
制
御
盤
Ｄ
Ｘ
を
阻
む
壁
と
そ
れ
に
対
す
る
推
進
策
を
「
制
御
盤
製
造
業
界
向
け

Ｄ
Ｘ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。
本
記
事
で
は
、
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
も
と

に
、
制
御
盤
Ｄ
Ｘ
実
現
に
立
ち
は
だ
か
る
壁
と
そ
の
解
決
策
を
紹
介
す
る
。

制御盤製造のDXの壁とその解決策③ 新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

市
場
・
企
業
ト
ピ
ッ
ク
ス

業
務
ノ
ウ
ハ
ウ 

デ
ジ
タ
ル
化

情
報
管
理
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

日立

報
、
ア
ラ
ー
ム
・
イ
ベ
ン
ト

情
報
、
Ｃ
Ｓ
Ｖ
や
表
フ
ァ
イ

ル
の
レ
コ
ー
ド
、
文
書
フ
ァ

イ
ル
な
ど
の
各
デ
ー
タ
に

「
構
造
化
Ｉ
Ｄ
」
と
呼
ば
れ

る
識
別
子
を
付
与
す
る
こ
と

で
デ
ー
タ
の
意
味
合
い
を
定

義
。
合
わ
せ
て
、
こ
の
「
構

造
化
Ｉ
Ｄ
」
を
業
務
シ
ー
ン

に
結
び
付
け
て
定
義
す
る

「
関
係
リ
ン
ク
」
に
よ
っ
て

業
務
ノ
ウ
ハ
ウ
を
デ
ジ
タ
ル

化
。
こ
れ
に
よ
り
ユ
ー
ザ
ー

は
、
「
業
務
Ｘ
を
行
う
た
め

に
は
業
務
情
報
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

が
必
要
で
、
Ａ
↓
Ｂ
↓
Ｃ
の

順
番
で
デ
ー
タ
を
参
照
し
業

務
を
遂
行
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
い
っ
た
迅
速
な
通
知

と
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
Ｗ
Ｉ

Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
か
ら
自
動
で
取

得
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
具

体
的
に
は
、
ア
ラ
ー
ム
や
イ

ベ
ン
ト
、
故
障
予
兆
な
ど
の

事
象
発
生
を
ト
リ
ガ
ー
と
し

て
、
関
連
す
る
業
務
情
報
が

プ
ッ
シ
ュ
通
知
で
報
告
さ

れ
、
必
要
な
デ
ー
タ
を
適
切

な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
参
照
し
な

が
ら
業
務
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
。

　
「
関
係
リ
ン
ク
」
が
登
録

さ
れ
て
い
な
い
事
象
に
対
し

て
は
、
Ｗ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
上

の
検
索
機
能
を
使
い
、
「
構

造
化
Ｉ
Ｄ
」
が
付
与
さ
れ
て

い
る
任
意
の
デ
ー
タ
を
検
索

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら

に
「
自
己
学
習
」
機
能
に
よ

り
、
検
索
結
果
か
ら
自
動
で

「
関
係
リ
ン
ク
」
を
定
義
で

き
、
次
に
同
一
業
務
を
行
う

際
に
は
検
索
す
る
こ
と
な
く

必
要
な
情
報
を
参
照
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
。

　
情
報
提
供
は
ユ
ー
ザ
ー
ご

と
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
設
定

で
き
、
経
営
者
向
け
に
は
運

転
効
率
分
析
、
ア
ラ
ー
ム
対

処
状
況
管
理
表
な
ど
、
製
造

部
門
向
け
に
は
運
転
デ
ー

タ
、
運
転
操
作
標
準
書
、
運

転
日
誌
な
ど
、
保
守
作
業

者
：
故
障
履
歴
、
機
器
図

面
、
部
品
台
帳
な
ど
を
通
知

で
き
る
。

　
日
立
製
作
所
は
、
属
人
的

な
業
務
ノ
ウ
ハ
ウ
を
デ
ジ
タ

ル
化
し
、
既
存
シ
ス
テ
ム
に

散
在
す
る
デ
ー
タ
を
統
合
的

に
管
理
し
て
、
適
切
な
タ
イ

ミ
ン
グ
で
ユ
ー
ザ
ー
に
自
動

提
供
す
る
情
報
一
元
管
理
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「
Ｗ
Ｉ
Ｇ

Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
（
ウ
ィ
ガ
レ

ス
）
」
を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
「
構
造
化
Ｉ

Ｄ
」
「
関
係
リ
ン
ク
」
「
自

己
学
習
」
を
使
っ
て
業
務
ノ

ウ
ハ
ウ
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
実

現
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
。
Ｄ
Ｃ
Ｓ
や
Ｍ
Ｅ
Ｓ
、
設

備
管
理
シ
ス
テ
ム
、
予
兆
検

知
シ
ス
テ
ム
、
フ
ァ
イ
ル
サ

ー
バ
ー
な
ど
の
業
務
シ
ス
テ

ム
が
持
つ
計
装
の
信
号
情

Ｕ
Ｓ
Ｂ
で
簡
単
制
御

シ
ン
プ
ル

デ
ザ
イ
ン

幅
広
い
利
用
に
対
応

パトライト「マルチカラー表示灯」
　
パ
ト
ラ
イ
ト
は
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
対
応
の
シ
ン

プ
ル
機
能
の
Ｕ
Ｓ
Ｂ
制
御
マ
ル
チ
カ
ラ
ー

表
示
灯
「
Ｎ
Ｅ
―
Ｕ
Ｓ
Ｂ
型
」
を
発
売
開

始
す
る
。

　
同
製
品
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｄ
ク
ラ

ス
対
応
で
専
用
ド
ラ
イ
バ
不

要
で
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
ケ
ー
ブ
ル
で

接
続
す
る
だ
け
で
簡
単
に
使

う
こ
と
が
で
き
る
シ
ン
プ
ル

機
能
の
マ
ル
チ
カ
ラ
ー
表
示

灯
。
７
色
（
赤
・
黄
・
緑
・

青
・
水
色
・
紫
・
白
）
　
６

種
の
点
灯
パ
タ
ー
ン
と
７
種

の
ブ
ザ
ー
鳴
動
パ
タ
ー
ン
を

設
定
で
き
、
光
と
音
の
多
彩

な
表
現
で
シ
ス
テ
ム
の
異
常

通
知
や
装
置
の
状
態
を
周
囲

の
作
業
者
へ
い
ち
早
く
知
ら

せ
る
事
が
可
能
と
な
っ
て
い

る
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
で
の
利
用
に

対
応
し
、
Ｃ
Ｅ
（
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｃ

Ｈ
，
Ｒ
ｏ
Ｈ
Ｓ
）
Ｕ
Ｌ
　
Ｃ

Ｕ
Ｌ
　
Ｅ
Ａ
Ｃ
　
Ｆ
Ｃ
Ｃ
　

Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
　
Ｋ
Ｃ
　
Ｉ
Ａ
Ｔ

Ａ
規
格
な
ど
各
法
規
制
に
対

応
。
ま
た
Ｎ
Ｅ
―
Ｓ
Ｎ
―
Ｕ

Ｓ
Ｂ
型
は
Ｊ
Ｂ
Ｍ
Ｓ
―
71
高

齢
者
・
障
害
者
等
配
慮
設
計

指
針
に
準
拠
し
て
い
る
。

　
ま
た
取
り
付
け
方
法
も
２

点
穴
ね
じ
取
り
付
け
と
デ
ス

ク
へ
の
据
え
置
き
に
適
し
た

マ
グ
ネ
ッ
ト
取
り
付
け
を
標

準
設
定
し
、
オ
プ
シ
ョ
ン
を

使
う
こ
と
で
ポ
ー
ル
や
壁
面

へ
の
取
り
付
け
に
も
対
応
で

き
る
。

　
オ
フ
ィ
ス
や
店
舗
で
も
使

用
で
き
る
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ

イ
ン
で
、
製
造
現
場
で
の
装

置
の
状
態
表
示
や
作
業
指
示

用
途
、
Ｐ
Ｃ
で
制
御
さ
れ
て

い
る
印
刷
機
や
検
査
装
置
機

器
の
異
常
報
知
を
は
じ
め
、

オ
フ
ィ
ス
や
店
舗
、
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
で
の
対
応
者
の
状

態
表
示
や
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ

ス
テ
ム
の
呼
び
出
し
、
セ
ル

フ
レ
ジ
・
Ｋ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｋ
端
末

の
異
常
表
示
な
ど
幅
広
い
利

用
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

　
価
格
は
３
万
円
。
初
年
度

３
０
０
０
台
の
販
売
を
目
標

と
す
る
。

デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ

大
画
面
＆
物
理
キ
ー
搭
載

業
務
用
ハ
ン
デ
ィ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル

　
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
は
、

大
画
面
と
物
理
キ
ー
、
高
精

度
の
読
み
取
り
性
能
を
備
え

た
業
務
用
ハ
ン
デ
ィ
タ
ー
ミ

ナ
ル
「
Ｂ
Ｈ
Ｔ
―
Ｍ
70
」
を

発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
文
字
や
画
像

が
見
や
す
く
、
操
作
も
し
や

す
い
「
大
画
面
」
と
「
物
理

キ
ー
」
を
搭
載
。
４
イ
ン
チ

の
大
画
面
で
地
図
や
マ
ニ
ュ

ア
ル
等
の
閲
覧
が
快
適
に
で

き
、
片
手
で
端
末
を
握
っ
て

親
指
１
本
で
操
作
で
き
る
た

め
作
業
効
率
化
に
も
貢
献
す

る
。
４
Ｇ
や
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
通
信
を
使
っ
た
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
リ
を

ＵＳＢ制御マルチカラー表示灯「ＮＥ―ＵＳＢ型」

利
用
で
き
、
従
業
員
教
育
や

指
導
の
ほ
か
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
使

っ
た
物
品
の
位
置
管
理
や
作

業
者
の
動
態
管
理
等
も
可
能

と
な
っ
て
い
る
、

　
ま
た
、
新
デ
コ
ー
ド
エ
ン

ジ
ン
と
高
密
度
セ
ン
サ
の
採

用
に
よ
り
、
ビ
ニ
ー
ル
越
し

や
汚
れ
が
付
い
た
コ
ー
ド
、

離
れ
た
場
所
の
コ
ー
ド
も
す

ぐ
に
楽
な
姿
勢
で
読
み
取
り

が
可
能
。
文
字
認
識
（
Ｏ
Ｃ

Ｒ
）
に
よ
り
、
消
費
期
限
や

伝
票
番
号
の
手
入
力
を
自
動

化
で
き
、
目
視
作
業
の
削
減

と
正
確
な
チ
ェ
ッ
ク
を
実
現

し
て
い
る
。

　
製
品
サ
イ
ズ
は
縦
１
８
２

㍉
㍍
×
横
72
㍉
㍍
×
高
さ
39

㍉
㍍
、
製
品
重
量
は
約
３
３

０
㌘
（
バ
ッ
テ
リ
装
着

時
）
。

新
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
開
発

長
方
形
型

狭
く
と
も
印
字
可
能

　
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
は
、

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
、
マ
イ
ク
ロ
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
に
続
く
新
た
な
自

動
認
識
技
術
と
し
て
、
長
方

形
型
の
新
し
い
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

「
ｒ
Ｍ
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
（
ア
ー

ル
・
エ
ム
・
キ
ュ
ー
ア
ー
ル

コ
ー
ド
：
長
方
形
マ
イ
ク
ロ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
」
を
開
発
し

た
＝
写
真
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の

特
性
で
あ
る
優
れ
た
読
み
取

り
速
度
と
デ
ー
タ
容
量
を
持

ち
な
が
ら
、
細
長
く
狭
い
ス

ペ
ー
ス
へ
の
印
字
が
可
能
に

な
る
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
に

よ
る
品
質
管
理
や
業
務
効
率

化
が
進
む
な
か
、
製
造
業
で

は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
等
に
よ
る
個

体
管
理
が
広
が
っ
て
い
る

が
、
電
子
部
品
な
ど
超
小
型

部
品
で
は
印
字
ス
ペ
ー
ス
が

な
く
、
個
体
管
理
が
難
し
い

現
状
が
あ
っ
た
。

　
そ
れ
に
対
し
同
技
術
は
、

通
常
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
は
対

応
で
き
な
か
っ
た
細
長
く
狭

い
ス
ペ
ー
ス
へ
の
大
容
量
デ

ー
タ
の
格
納
を
実
現
し
、
高

さ
寸
法
が
制
限
さ
れ
た
小
さ

な
ス
ペ
ー
ス
で
の
情
報
管
理

を
可
能
と
し
た
。
最
大
17
セ

ル
×
１
３
９
セ
ル
、
最
小
７

セ
ル
×
43
セ
ル
・
11
セ
ル
×

27
セ
ル
に
最
大
で
数
字
３
６

１
文
字
、
英
数
字
２
１
９
文

字
、
感
じ
92
文
字
の
デ
ー
タ

を
格
納
で
き
る
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
同
様
の
構
成
パ
タ
ー
ン
を

配
置
す
る
こ
と
で
、
高

速
読
み
取
り
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
。

　
同
社
が
開
発
し
た
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
、
マ
イ
ク
ロ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
続
い
て

国
際
規
格
を
取
得
し
て

い
る
の
で
誰
で
も
安
心

し
て
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
工
場
や
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
に
お
け
る
部
品

単
位
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
や
、
デ
ザ
イ
ン
性

が
重
視
さ
れ
る
ブ
ラ
ン

ド
品
、
伝
票
・
帳
票
で

の
情
報
管
理
な
ど
で
の

利
用
を
想
定
。
具
体
的

に
は
、
医
療
機
器
・
医

薬
品
で
の
安
全
管
理
に

お
け
る
小
さ
く
細
長
い

形
の
試
験
管
や
ア
ン
プ

ル
の
個
別
管
理
や
、
製

造
現
場
や
店
舗
で
の
ラ

ベ
ル
や
値
札
で
は
こ
れ

ま
で
よ
り
小
さ
な
ス
ペ

ー
ス
で
大
容
量
デ
ー
タ

を
格
納
で
き
、
よ
り
質

の
高
い
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
が
可
能
に
な
る
。

　
５
月
か
ら
順
次
、
ｒ
Ｍ
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
対
応
製
品
を
リ
リ

ー
ス
す
る
予
定
。

　
コ
ネ
ク
シ
オ
は
、
６
月
23

日
に
「
Ｄ
Ｘ
へ
の
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
〜
は
じ
め
の
一
歩
を

Ｉ
ｏ
Ｔ
で
後
押
し
し
ま
す
！

〜
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
ウ
ェ

ビ
ナ
ー
イ
ベ
ン
ト
「
Ｃ
Ｏ
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｏ
Ｂ
ｌ
ａ
ｃ
ｋ
Ｂ
ｅ

ａ
ｒ 

Ｆ
ｅ
ｓ
」
を
開
催
す

る
。
参
加
無
料

　
「
Ｄ
Ｘ
と
聞
く
と
難
し
そ

う
で
手
が
出
し
に
く
い
と
感

じ
る
」
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用
し

て
み
た
い
が
何
か
ら
手
を
付

け
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」

「
現
状
課
題
は
持
っ
て
い
る

も
の
の
ど
う
し
た
ら
解
決
で

き
る
の
か
想
像
が
つ
か
な

い
」
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
導
入
に
行
き

詰
っ
て
い
る
」
と
い
っ
た
人

に
最
適
な
４
つ
の
講
演
を
実

施
す
る
。

　
４
講
演
は
「
今
か
ら
で
も

遅
く
な
い
！
　
Ｉ
ｏ
Ｔ
か
ら

始
ま
る
Ｄ
Ｘ
推
進
。
〜
モ
ノ

を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
繋
げ
る

プ
ロ
だ
か
ら
こ
そ
伝
え
ら
れ

る 

Ｉ
ｏ
Ｔ
で
出
来
る
こ
と

〜
」
（
コ
ネ
ク
シ
オ
）
、

「
『
か
ん
た
ん
』
遠
隔
監
視

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
始
め
る

省
エ
ネ
・
見
え
る
化 

」（
シ

ュ
ナ
イ
ダ
ー
エ
レ
ク
ト
リ
ッ

ク
）
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
振
動
監
視
シ

ス
テ
ム
導
入
・
運
用
の
検
討

ポ
イ
ン
ト
」
（
酉
島
製
作

所
）
、
「
10
分
で
遠
隔
監
視

Ｓ
Ｐ
〜
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
内
で
Ｐ

Ｌ
Ｃ
か
ら
デ
ー
タ
取
得
が
完

結
?!
〜
」（
コ
ネ
ク
シ
オ
）
。

デ
ン
マ
ー
ク
企
業
買
収

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
を
効
率
化

横河電機

Ｕ
Ｋ
Ｃ
Ａ
マ
ー
ク

商
品
一
覧
を
公
開
オムロン

　
横
河
電
機
は
、
廃
棄
物
・

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
効
率
改

善
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供

す
る
デ
ン
マ
ー
ク
・
Ｄ
ｕ
ｂ

ｌ
ｉ
ｘ
　
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｏ
ｌ

ｏ
ｇ
ｙ
　
Ａ
ｐ
Ｓ
（
デ
ュ
ブ

リ
ッ
ク
ス
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
）
を
買
収
し
た
。

　
デ
ュ
ブ
リ
ッ
ク
ス
社
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
、
北

米
、
ア
ジ
ア
な
ど
で
事
業
を

展
開
。
廃
棄
物
・
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
プ
ラ
ン
ト
向
け
に
設

計
、
運
用
、
保
守
、
カ
ス
タ

マ
イ
ズ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を

提
供
し
て
い
る
。
燃
焼
制
御

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
「
Ｆ
ｕ
ｚ
Ｅ

ｖ
ｅ
ｎ
ｔ
」
は
、
24
時
間
３

６
５
日
、
廃
棄
物
・
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
プ
ラ
ン
ト
の
最
適

制
御
を
行
い
、
発
電
効
率
の

改
善
や
排
ガ
ス
を
削
減
す

る
。
ボ
イ
ラ
ー
ク
リ
ー
ナ
ー

「
Ｄ
Ｄ
―
Ｊ
ｅ
ｔ
」
は
、
プ

ラ
ン
ト
稼
働
中
に
ボ
イ
ラ
ー

内
部
の
汚
れ
を
落
と
し
、
燃

焼
効
率
改
善
、
発
電
量
増

加
、
腐
食
低
減
、
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
長
期
化
、
シ
ャ
ッ
ト

ダ
ウ
ン
頻
度
の
低
減
に
有

効
。

　
横
河
電
機
の
制
御
・
監

視
、
設
備
保
全
の
シ
ス
テ
ム

に
、
デ
ュ
ブ
リ
ッ
ク
ス
社
の

燃
焼
効
率
改
善
技
術
と
ボ
イ

ラ
ー
健
全
化
の
技
術
が
加
わ

る
こ
と
で
、
廃
棄
物
・
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
プ
ラ
ン
ト
の
効

率
改
善
と
利
益
率
向
上
の
た

め
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提

供
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
オ
ム
ロ
ン
は
、
英
国
向
け

で
は
今
後
必
須
と
な
る
Ｕ
Ｋ

Ｃ
Ａ
マ
ー
ク
に
対
応
予
定
の

商
品
一
覧
を
公
開
し
た
。
Ｐ

Ｌ
Ｃ
、
モ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
、
セ
ン
サ
、
リ
レ
ー

な
ど
製
品
全
般
に
わ
た
っ
て

い
る
。

　
Ｕ
Ｋ
Ｃ
Ａ
マ
ー
ク
は
、
英

国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
に
よ
っ
て
Ｃ

Ｅ
マ
ー
ク
に
代
わ
る
マ
ー
キ

ン
グ
制
度
と
な
り
、
２
０
２

３
年
１
月
か
ら
英
国
内
（
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル

ズ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
）
で

流
通
す
る
た
め
に
は
Ｕ
Ｋ
Ｃ

Ａ
マ
ー
キ
ン
グ
が
必
要
と
な

る
。渡

邊
取
締
役

社
長
に
昇
格東武

機
器

　
英
和
の
連
結
子
会
社
、
東

武
機
器（
仙
台
市
青
葉
区
）は

６
月
21
日
付
で
、
渡
邊
勝
己

取
締
役
社
長
室
長
が
、
代
表

取
締
役
社
長
に
昇
格
す
る
。

コ
ネ
ク
シ
オ

DXへの一歩後押し
6月24日にウェビナーイベント

業
務
用
ハ
ン
デ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル
「
Ｂ
Ｈ
Ｔ
―
Ｍ
70
」



２０２２年（令和４年）６月１日　　　（4）

【定点観測】FA・自動化業界市況データ

２
２
年
５
月
の
速
報
値
で
は
、
２
０
２
２
年
１

月
１
日
か
ら
５
月
９
日
ま
で
に
報
告
が
あ
っ
た

労
働
災
害
の
件
数
は
、
全
産
業
で
死
亡
災
害
が

２
２
７
件
（
44
件
増
）
、
死
傷
災
害
が
４
万
８

２
８
６
件
（
１
万
１
８
９
７
件
増
）
と
な
り
、

製
造
業
も
死
亡
災
害
が
52
件
（
22
件
増
）
、
死

傷
災
害
が
７
４
２
８
件
（
５
１
５
件
増
）
と
大

幅
な
悪
化
が
続
い
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　
ど
ん
な
事
故
が
起
き
て
い
る
の
か
と
い
う
型

別
で
は
、
「
は
さ
ま
れ
・
巻
き
込
ま
れ
」
が
最

も
多
く
、
は
さ
ま
れ
・
巻
き
込
ま
れ
に
よ
る
２

０
２
１
年
の
死
亡
災
害
は
54
件
（
11
件
増
）
、

死
傷
災
害
は
６
４
３
８
件
（
２
９
２
増
）
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
前
年
か
ら
大
幅
に
死
傷

災
害
の
事
故
件
数
が
増
加
し
て
い
る
の
は
、

「
動
作
の
反
動
・
無
理
な
動
作
」
が
２
８
２
３

件
（
２
９
７
件
増
）
、
「
転
倒
」
の
５
２
６
０

件
（
２
４
８
件
増
）
、
さ
ら
に
「
激
突
さ
れ
」

が
１
１
５
０
件
（
１
２
０
件
増
）
、
「
激
突
」

が
１
３
１
０
件
（
１
０
０
件
増
）
、
「
飛
来
・

落
下
」
が
１
７
９
２
件
（
81
件
増
）
と
続
く
。

「
そ
の
他
」
も
２
２
１
１
件
（
１
８
１
２
件

増
）
と
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
と
労
働
災
害
の
増
加
の
因
果
関
係

は
不
明
だ
が
、
現
場
の
安
全
へ
の
啓
蒙
と
実

践
、
制
御
機
器
や
機
械
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
安
全

機
能
の
充
実
な
ど
で
労
働
災
害
を
減
ら
し
て
き

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
事
実
。
安
全
意
識
に
長

け
た
ベ
テ
ラ
ン
や
熟
練
技
術
者
が
減
り
、
代
わ

り
に
ロ
ボ
ッ
ト
や
自
動
機
な
ど
の
導
入
が
進
む

な
か
、
人
と
機
械
を
協
働
、
連
携
さ
せ
る
に
は

安
全
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
今
ま
で
以
上

に
重
要
に
な
る
。
労
働
災
害
や
事
故
の
発
生

は
、
製
造
業
か
ら
さ
ら
に
人
を
遠
ざ
け
、
人
手

不
足
を
加
速
さ
せ
る
。
安
全
第
一
を
あ
ら
た
め

て
心
に
刻
み
、
現
場
か
ら
労
働
災
害
を
減
ら
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

は
導
入
が
進
ん
だ
が
、
今
後
は
オ
フ
ィ
ス
需
要

や
公
共
機
関
な
ど
で
の
導
入
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。

　
屋
外
用
の
デ
リ
バ
リ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
公
道

走
行
の
許
可
／
不
許
可
が
普
及
の
鍵
を
握
り
、

許
可
さ
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
や
中
国
が
先
行
。

日
本
は
こ
れ
か
ら
試
験
導
入
が
は
じ
ま
る
が
、

時
間
が
か
か
る
見
通
し
。
郵
便
物
や
Ｅ
Ｃ
商

品
、
フ
ー
ド
、
医
薬
品
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
受

け
渡
し
な
ど
の
利
用
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
法

規
制
の
問
題
さ
え
ク
リ
ア
す
れ
ば
30
年
は
３
・

５
倍
程
度
ま
で
拡
大
す
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
Ａ
Ｉ
や
Ｒ
Ｐ
Ａ
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
21
年
は
医
療
や
金
融
、
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
需
要
増
加
に
よ
り
１
兆
２

７
５
０
億
円
（
25
・
８
％
増
）
と
な
っ
た
。
利

用
の
土
台
が
つ
く
ら
れ
は
じ
め
た
こ
と
か
ら
、

30
年
に
は
３
・
５
倍
と
な
る
４
兆
４
９
１
０
億

円
ま
で
成
長
す
る
と
見
込
む
。

　
同
調
査
は
、
業
務
・
サ
ー
ビ
ス
ロ
ボ
ッ
ト
と

し
て
29
品
目
、
Ａ
Ｉ
・
人
工
知
能
／
Ｒ
Ｐ
Ａ
と

し
て
４
品
目
を
調
査
し
た
も
の
。
業
務
・
サ
ー

ビ
ス
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
医
療
・
介
護
用
の
手
術
支

援
ロ
ボ
ッ
ト
や
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
、
紫
外
線
照
射

ロ
ボ
ッ
ト
、
家
庭
用
の
お
掃
除
ロ
ボ
ッ
ト
や
ス

マ
ー
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
、
オ
フ
ィ
ス
・
店
舗
用
の

清
掃
ロ
ボ
ッ
ト
、
受
付
案
内
ロ
ボ
ッ
ト
、
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ロ
ボ
ッ
ト
、
調
理
ロ
ボ
ッ
ト
、
配
膳

ロ
ボ
ッ
ト
、
建
設
／
物
流
・
搬
送
／
レ
ス
キ
ュ

ー
／
イ
ン
フ
ラ
／
農
業
用
の
Ａ
Ｇ
Ｖ
や
ド
ロ
ー

ン
、
点
検
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
を
対
象
と
し
て
い

る
。

で
伸
長
し
、
コ
ロ
ナ
禍
が
下
火
に
な
っ
て
き
た

こ
と
か
ら
30
年
に
は
21
年
日
８
・
３
倍
ま
で
拡

大
す
る
見
通
し
。

　
配
膳
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
飲
食
店
や
給
食
施
設
、

商
業
施
設
、
宿
泊
施
設
な
ど
で
配
膳
台
や
収
納

庫
に
飲
食
物
を
載
せ
て
配
膳
、
下
膳
す
る
ロ
ボ

ッ
ト
と
し
て
中
国
を
中
心
に
伸
び
て
き
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
非
接
触
ニ
ー
ズ
と
ス
タ
ッ
フ
不
足

に
よ
っ
て
世
界
各
国
で
大
き
く
伸
び
た
。
日
本

も
立
ち
上
が
り
こ
そ
遅
れ
た
が
、
外
食
チ
ェ
ー

ン
で
も
導
入
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　
施
設
内
の
デ
リ
バ
リ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
は
病
院
や

療
養
施
設
で
の
非
接
触
ニ
ー
ズ
を
背
景
に
21
年

し
て
警
備
や
監
視
を
行
う
業
務
用
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
２
０
２
１
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で

市
場
は
停
滞
し
た
が
、
警
備
関
連
の
人
手
不
足

は
依
然
と
し
て
深
刻
化
し
て
お
り
、
大
手
企
業

の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
を
中
心
に
期
待
。
エ
レ
ベ
ー

タ
と
の
連
携
に
よ
る
ビ
ル
や
施
設
丸
ご
と
カ
バ

ー
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
よ
り
普
及
が
進

む
と
見
て
い
る
。

　
業
務
用
清
掃
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
２
０
２
１
年
は

日
系
メ
ー
カ
ー
が
海
外
展
開
を
強
化
し
た
こ
と

っ
た
こ
と
に
よ
る
人
手
不
足
や
Ｅ
Ｃ
拡
大
な
ど

を
背
景
に
デ
リ
バ
リ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
が
伸
び

た
。

　
今
後
に
向
け
て
大
き
な
成
長
が
見
込
め
る
分

野
と
し
て
は
、
施
設
や
公
共
空
間
で
自
立
走
行

　
21
年
の
業
務
・
サ
ー
ビ
ス
ロ
ボ
ッ
ト
市
場
の

傾
向
と
し
て
は
、
医
療
・
介
護
用
ロ
ボ
ッ
ト

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
業
務
負
担
が
大
き
く
、
人
手

不
足
も
進
む
医
療
従
事
者
が
業
務
に
専
念
で
き

る
よ
う
に
、
医
療
機
関
な
ど
で
紫
外
線
照
射
ロ

ボ
ッ
ト
の
導
入
や
、
遠
隔
診
療
向
け
の
手
術
支

援
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
が
拡
大
。

　
家
庭
用
は
、
巣
ご
も
り
需
要
で
家
庭
内
で
過

ご
す
時
間
が
増
え
た
た
め
、
そ
の
生
活
の
充
実

の
た
め
に
お
掃
除
ロ
ボ
ッ
ト
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ロ
ボ
ッ
ト
、
ス
マ
ー
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
な

ど
が
伸
長
し
た
。

　
オ
フ
ィ
ス
・
店
舗
向
け
で
は
、
リ
モ
ー
ト
ワ

ー
ク
や
飲
食
店
の
営
業
時
間
短
縮
要
請
な
ど
で

設
備
投
資
が
減
少
し
た
が
、
一
方
で
テ
レ
プ
レ

ゼ
ン
ス
ロ
ボ
ッ
ト
や
デ
リ
バ
リ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
、

　
配
膳
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ

た
。
建
設
／
物
流
・
搬
送
／
レ
ス
キ
ュ
ー
／
イ

ン
フ
ラ
／
農
業
用
は
、
短
期
雇
用
が
難
し
く
な

　
２
０
２
１
年
に
発
生
し
た
労
働
災
害
は
、
全

産
業
は
死
亡
災
害
８
３
１
件
（
前
年
か
ら
55
件

増
加
）
、
死
傷
災
害
が
14
万
６
８
５
６
件
（
１

万
９
６
９
１
件
増
加
）
。
前
年
か
ら
２
万
件
近

く
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
製
造
業
に
限
る

と
、
死
亡
災
害
は
１
件
増
加
の
１
３
３
件
、
死

傷
災
害
は
２
８
６
８
件
増
加
の
２
万
８
１
２
１

件
と
な
っ
た
。

　
２
０
０
６
年
か
ら
２
０
２
１
年
ま
で
の
15
年

間
の
労
働
災
害
発
生
件
数
（
死
亡
災
害
件
数
＋

死
傷
災
害
件
数
）
を
見
る
と
、
２
０
０
６
年
の

３
万
件
を
最
多
と
し
て
、
２
０
０
７
年
の
２
万

９
７
２
２
件
、
２
０
０
８
年
の
２
万
８
５
１
９

件
、２
０
１
２
年
の
２
万
８
４
９
０
件
、２
０
１

８
年
の
２
万
８
０
２
５
件
と
、
２
万
８
０
０
０

件
を
超
え
た
の
は
、わ
ず
か
５
回
。し
か
も
年
々

減
少
傾
向
が
続
き
、
死
亡
事
故
は
15
年
間
で
半

減
、
死
傷
災
害
も
５
０
０
０
件
近
く
減
ら
す
こ

と
が
で
き
て
い
た
が
、
２
０
２
１
年
は
一
転
し

て
増
加
に
転
じ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
一
過
性
で
あ
れ
ば
良
い
の
だ
が
、
２
０
２
２

年
も
悪
い
傾
向
は
続
い
て
お
り
、
直
近
の
２
０

2021年に発生した労働災害と事故型別数
死亡災害 死傷災害

全産業 製造業 全産業 製造業
発生件数 前年増減 発生件数 前年増減 発生件数 前年増減 発生件数 前年増減

墜落・転落 218 27 26 ４ 20,961 289 2,901 -12
転倒 25 -１ ２ -４ 33,086 2,757 5,260 248
激突 ３ -８ ２ １ 6,730 187 1,310 100

飛来・落下 36 -４ 10 ０ 5,850 12 1,792 81
崩壊・倒壊 42 -６ ２ -５ 2,035 ４ 508 ４
激突され 64 10 10 ３ 5,455 196 1,150 120

はさまれ・巻き込まれ 135 12 54 11 13,847 398 6,438 292
切れ・こすれ ２ -４ ０ -１ 7,544 50 2,290 ３
踏抜き ０ ０ ０ ０ 248 ３ 29 -３
おぼれ 23 ３ １ -２ 31 ８ ３ -１

高温・低温物との接触 22 -２ ４ -３ 2,733 -315 800 -76
有害物との接触 16 -３ ６ -２ 507 -32 223 -15

感電 13 ７ ２ ２ 96 ６ 30 ６
爆発 ３ -１ ２ ０ 70 ８ 27 -１
破裂 １ -１ ０ ０ 44 -７ 16 ２
火災 ８ ２ ０ -４ 54 -９ 27 -11

交通事故（道路） 129 -28 ７ １ 6,901 190 257 14
交通事故（その他） ５ ０ ０ ０ 83 -16 ６ ３

動作の反動・無理な動作 ０ ０ ０ ０ 20,139 1,584 2,823 297
その他 82 49 ５ ０ 20,255 14,384 2,211 1812
分類不能 ４ ３ ０ ０ 187 -６ 20 ５
合計 831 55 133 １ 146,856 19,691 28,121 2868

厚生労働省　労働災害統計より

21
年「
製
造
業
に
お
け
る
労
働
災
害
の
発
生
状
況
」

事
故
件
数 
減
少
傾
向
か
ら
一
転
増
加死傷災害 10年ぶり2万8000件超へ

2030年 5兆7628億円規模
業務・サービスロボット世界市場

　
２
０
２
１
年
の
製
造
業
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
も
巣
ご
も
り
や
自
動
化
と
い
っ
た
需
要
を
捉
え
、
業
績
は
順
調

に
推
移
し
た
。
し
か
し
足
元
を
見
る
と
、
危
う
さ
も
見
え
隠
れ
す
る
。
そ
の
一
つ
が
「
労
災
事
故
の
発
生
件
数
の
増

加
」
だ
。
２
０
２
０
年
ま
で
の
製
造
業
の
労
働
災
害
の
発
生
件
数
は
ず
っ
と
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
た
が
、
２
０
２

１
年
に
は
一
転
し
て
３
０
０
０
件
近
く
の
大
幅
増
加
。
さ
ら
に
２
０
２
２
年
に
入
っ
て
も
悪
化
が
続
き
、
「
安
全
第

一
」
で
あ
ら
た
め
て
気
を
引
き
締
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
富
士
経
済
の
調
査
に
よ
る
と
、
業
務
・
サ
ー
ビ
ス
ロ
ボ
ッ
ト
の
世
界
市
場
は
、
２
０
２
１
年
は
２
兆
７
４
１
０
億
円
で
、
前
年
比
20
％
増
と
な
っ

た
。
こ
れ
が
30
年
に
は
５
兆
７
６
２
８
億
円
ま
で
成
長
し
、
約
２
・
１
倍
の
市
場
規
模
ま
で
拡
大
す
る
と
予
測
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
後 

人
手
不
足
・
自
動
化
需
要
が
カ
ギ

約
２
倍
に
市
場
拡
大

「
安
全
第
一
」徹
底
を
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と
、
豪
華
景
品
が
当
た
る
抽
選
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
が
行
わ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
復
興
支
援
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
日
本

全
国
の
被
災
地
域
の
物
産
を
販
売
し
、
被
災
地

の
復
興
に
協
力
す
る
。

　
今
回
で
61
回
目
を
迎
え
る
製
品
コ
ン
ク
ー
ル

に
は
50
社
が
参
加
し
て
い
る
。
「
電
気
設
備
に

関
連
す
る
資
機
材
の
進
歩
改
良
を
促
進
し
、
電

気
設
備
技
術
の
向
上
と
電
気
保
安
の
確
保
を
図

る
」
こ
と
を
目
的
に
、
参
加
各
社
が
優
れ
た
特

徴
あ
る
新
製
品
で
受
賞
を
競
う
。
そ
の
中
か
ら

優
秀
と
認
め
ら
れ
た
製
品
に
は
、
国
土
交
通
大

臣
賞
や
経
済
産
業
大
臣
賞
、
環
境
大
臣
賞
を
始

め
と
す
る
各
賞
が
７
月
７
日
の
表
彰
式
で
授
与

さ
れ
る
予
定
。

　
な
お
、
５
月
９
日
〜
７
月
29
日
ま
で
、
Ｊ
Ｅ

Ｃ
Ａ
公
式
サ
イ
ト
で
オ
ン
ラ
イ
ン
展
示
会
を
開

催
し
て
い
る
。
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
や
「
カ
テ
ゴ

リ
ー
」
か
ら
検
索
で
き
る
機
能
を
設
け
、
出
展

製
品
の
情
報
や
会
場
マ
ッ
プ
等
、
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｆ

Ａ
Ｉ
Ｒ
に
関
す
る
様
々
な
情
報
を
発
信
し
て
い

る
。
と
く
に
、
製
品
コ
ン
ク
ー
ル
参
加
会
社

は
、
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
で

「
注
目
の
製
品
」
と
し
て
も
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

る
。

　
出
展
者
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
展
示
だ
け
で
は
伝
わ
ら
な
い
出
展
製
品
の

魅
力
や
最
新
情
報
、
ノ
ウ
ハ
ウ
、
取
り
組
み
な

ど
を
会
場
内
の
セ
ミ
ナ
ー
会
場
で
紹
介
。
そ
れ

ぞ
れ
30
分
間
行
わ
れ
、
各
日
８
セ
ッ
シ
ョ
ン
、

３
日
間
開
催
さ
れ
る
。

　
１
日
（
水
）
の
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
45
分

に
は
、
特
別
講
演
会
と
し
て
岸
博
幸
慶
應
義
塾

大
学
大
学
院
メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
研
究
科
教
授

が
「
こ
れ
か
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
取
り
巻
く
経
済

動
向
と
Ｉ
Ｔ
戦
略
」
と
題
し
、
講
演
す
る
。

ブ
ル
類
、
鋼
製
電
線
管
・
電
路
管
（
鋼
製
）

類
、
合
成
樹
脂
製
電
線
管
・
電
路
材
（
樹
脂
製

他
）
類
、
配
管
配
線
支
持
材
・
配
線
材
料
・
ダ

ク
ト
・
ラ
ッ
ク
類
、
架
線
器
材
・
外
線
接
地
材

・
地
中
線
材
、
配
線
器
具
類
、
照
明
器
具
・
照

明
制
御
装
置
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
）
、
受
配
電
盤
類

・
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
類
・
監
視
制
御
装
置
（
電
力

監
視
装
置
、
デ
マ
ン
ド
監
視
装
置
な
ど
）
、
電

力
関
連
機
器
材
・
制
御
機
器
（
デ
マ
ン
ド
・
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
等
）
、
電
力
貯
蔵
関
連
装
置
（
無

停
電
電
源
装
置
、
充
電
用
設
備
機
器
、
そ
の
他

電
力
貯
蔵
関
連
装
置
な
ど
）
、
自
家
発
電
装

置
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
（
太
陽
光
発
電
設
備

機
器
、
風
力
発
電
設
備
機
器
等
）
、
通
信
・
情

報
設
備
・
設
備
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
（
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
・

Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
等
）
、
防
犯
防
災
設
備
機
器
、
雷
保

護
設
備
、
機
械
工
具
、
計
測
器
、
電
気
設
備
に

関
す
る
施
工
技
術
、
施
工
実
績
、
研
究
成
果
、

取
り
組
み
の
紹
介
な
ど
。

　
今
回
の
出
展
傾
向
は
、
製
品
分
類
で
は
、
例

年
同
様
、
「
電
力
関
連
機
器
材
・
制
御
機

器
」
、
「
機
械
工
具
・
現
場
用
具
」
、
「
受
配

電
盤
類
・
監
視
制
御
装
置
」
に
関
す
る
出
展
が

多
く
、
製
品
と
し
て
は
、
省
エ
ネ
製
品
を
は
じ

め
、
施
工
の
省
力
化
・
効
率
化
な
ど
生
産
性
の

向
上
を
図
る
製
品
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た

製
品
な
ど
が
展
示
さ
れ
る
予
定
。

　
会
期
中
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
も
実
施

さ
れ
る
。
主
催
者
コ
ー
ナ
ー
で
は
①
第
61
回
製

品
コ
ン
ク
ー
ル
参
加
製
品
と
前
回
受
賞
製
品
一

覧
を
パ
ネ
ル
で
紹
介
②
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ
取
り
組
み
コ

ー
ナ
ー
③
電
気
設
備
業
界
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
コ

ー
ナ
ー
④
復
興
支
援
コ
ー
ナ
ー
⑤
お
楽
し
み
抽

選
コ
ー
ナ
ー
（
ス
タ
ン
プ
ポ
イ
ン
ト
）
⑥
新
築

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
電
気
設
備
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
Ｐ
Ｒ

コ
ー
ナ
ー
⑧
図
書
販
売
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設
け

ら
れ
る
。

　
こ
の
う
ち
、
電
気
設
備
業
界
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
若
者
へ
の
電
設
業
界
の
知

名
度
ア
ッ
プ
と
入
職
促
進
を
図
る
取
り
組
み
の

一
環
と
し
て
、
電
設
業
界
の
仕
事
や
社
会
的
役

割
、
働
き
甲
斐
を
紹
介
す
る
協
会
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ

「
電
設
業
界
へ
よ
う
こ
そ
」
等
を
放
映
す
る
。

　
ま
た
、
「
お
楽
し
み
抽
選
コ
ー
ナ
ー
」
で

は
、
会
場
内
に
設
置
さ
れ
た
ス
タ
ン
プ
ポ
イ
ン

ト
で
５
種
類
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
持
参
す
る

　
同
展
は
、
１
９
５
７
年
の
第
１
回
開
催
以

来
、
電
気
設
備
業
界
に
お
け
る
メ
イ
ン
イ
ベ
ン

ト
の
一
つ
と
し
て
、
広
く
各
方
面
か
ら
親
し
ま

れ
て
お
り
、
今
回
は
70
回
目
。
新
型
コ
ロ
ナ
の

感
染
拡
大
か
ら
、
20
年
、
21
年
の
大
阪
で
の
開

催
が
２
年
連
続
で
中
止
に
な
り
、
今
回
は
３
年

ぶ
り
の
開
催
に
な
る
。

　
今
回
は
、
「
〝
脱
炭
素
〞
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

電
設
技
術
が
未
来
（
地
球
）
を
守
る
」
を
テ
ー

マ
に
、
出
展
者
数
２
０
２
社
・
団
体
、
小
間
数

７
２
８
小
間
の
規
模
で
開
催
す
る
。

　
出
展
製
品
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
電
線
・
ケ
ー

　
国
内
最
大
の
電
気
設
備
の
総
合
展
示
会
「
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ
　
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ
　
２
０
２
２
（
第
70

回
電
設
工
業
展
）
」
（
主
催
＝
日
本
電
設
工
業
協
会
）
が
、
６
月
１
日
〜
３
日
ま
で
の
３

日
間
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
（
東
１
・
２
・
３
ホ
ー
ル
）
で
開
催
さ
れ
る
。
電
気
設
備
に

関
す
る
機
器
、
資
材
、
工
具
・
計
測
器
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
な
ど
の
新
製
品
・
新
技
術
を
始

め
、
施
工
技
術
や
施
工
実
績
、
研
究
成
果
の
紹
介
、
企
業
・
団
体
の
取
り
組
み
の
紹
介
な

ど
、
出
展
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
。
開
場
時
間
は
、
10
時
〜
17
時
（
初
日
は
10
時
30
分
か

ら
、
最
終
日
は
16
時
30
分
ま
で
）
、
入
場
は
無
料
（
登
録
制
）
。
ま
た
、
７
月
29
日
ま
で

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
開
催
す
る
。 

※
写
真
は
前
回
（
２
０
１
９
年
）
の
様
子

〝脱炭素〟へのチャレンジ　電設技術が未来（地
ミ ラ イ

球）を守る

電
気
設
備
の
新
技
術
一
堂
に

６月１日（水）～３日（金）　会場：東京ビッグサイト

省
エ
ネ
、効
率
化
な
　

　
ど
ア
ピ
ー
ル

３
年
ぶ
り
開
催

202
社
・
団
体
出
展
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狭
い
場
所
へ
盤
設
置
実
現

内外電機

https://www.naigai‐e.co.jp

　
こ
の
う
ち
、
ウ
イ
ン
グ
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
は
、
狭
い
場
所
へ
の
ド
ア
付
き
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
の
設
置
が
で
き
る
よ
う
に
折

り
戸
式
ド
ア
開
閉
を
採
用
。
ド
ア
の
回

転
ス
ペ
ー
ス
は
人
ひ
と
り
分
の
空
間
が

あ
れ
ば
開
閉
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
改
修
工
事
な
ど
で
限
ら
れ

た
盤
設
置
ス
ペ
ー
ス
で
も

ド
ア
付
き
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

の
増
設
が
可
能
に
な

り
、
設
置
場
所
の
範
囲
が

広
が
る
。

　
し
か
も
、
片
開
き
ド
ア

の
場
合
、
右
開
き
か
ら
左

　
内
外
電
機
は
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ
　
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ

（
ブ
ー
ス
№
２
―
35
）で
、多
様
化
・
高

度
化
す
る
お
客
さ
ま
の
要
望
に
応
え
る

商
品
や
、
新
設
や
改
修
工
事
で
作
業
時

間
の
短
縮
や
作
業
ス
ペ
ー
ス
の
狭
さ
を

解
消
す
る
等
、施
工
性
・
作
業
性
の
向
上

に
重
点
を
置
い
た
商
品
を
紹
介
す
る
。

開
き
へ
の
変
更
が
可
能
な
た
め
、
設
置

場
所
の
状
況
に
応
じ
て
ア
レ
ン
ジ
が
で

き
る
。
さ
ら
に
、
ド
ア
付
き
キ
ャ
ビ
ネ

ッ
ト
の
採
用
に
よ
り
、
盤
内
へ
の
虫
や

小
動
物
の
侵
入
を
防
げ
る
。

　
種
類
は
、
従
来
の
意
匠
登
録
済
の

「
壁
掛
タ
イ
プ
」
に
加
え
、
新
た
に
特

許
登
録
済
の
「
自
立
タ
イ
プ
」
の
販
売

を
開
始
し
た
。
「
自
立
タ
イ
プ
」
に

は
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
前
面
上
部
に
設
け

た
開
閉
式
ゲ
ー
ト
を
使
っ
て
、
天
井
か

ら
の
配
線
ケ
ー
ブ
ル
を
正
面
か
ら
容
易

に
盤
内
に
引
き
込
む
こ
と
が
で
き
る
ケ

ー
ブ
ル
ゲ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
を
使
用
す
る

こ
と
が
可
能
。

　
な
お
、
同
製
品
は
製
品
コ
ン
ク
ー
ル

に
も
参
加
し
て
い
る
。

Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ　

Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ 

出
展
各
社
の

製
品
紹
介

外
れ
に
く
く
引
張
耐
力
が
２
倍

サトーパーツ

https://www.satoparts.co.jp/

来
品
比
２
倍
に
ア
ッ
プ
し
た
「
Ｃ

―
１
０
０
シ
リ
ー
ズ
」、定
格
３
０

０
Ｖ
の
高
電
圧
に
対
応
し
た
「
Ｃ

―
１
０
０
―
Ｈ
シ
リ
ー
ズ
」に
続

き
、第
３
弾
と
し
て「
Ｃ
―
１
０
０

―
Ｘ
」
の
販
売
を
開
始
し
た
。

　
「
Ｃ
―
１
０
０
―
Ｘ
シ
リ
ー

ズ
」
は
、
Ｍ
５
―
Ｍ
６
サ
イ
ズ
の

　
サ
ト
ー
パ
ー
ツ
は
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ
　
Ｆ
Ａ

Ｉ
Ｒ
に
、
み
の
む
し
ク
リ
ッ
プ
の
進
化

版
の
配
線
接
続
用
ク
リ
ッ
プ
「
Ｓ
ａ
ｔ

Ｃ
ｏ
ｎ
パ
ワ
ー
ク
リ
ッ
プ
シ
リ
ー
ズ
」

を
は
じ
め
、
先
端
交
換
・
組
み
合
わ
せ

自
在
の「
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｋ
Ａ
Ｅ
チ
ッ
プ
」
、

ね
じ
頭
、
電
線
（
ク
リ
ッ
プ
側
面
）
の

挟
み
込
み
が
可
能
に
な
っ
て
お
り
、
定

格
も
６
０
０
Ｖ
20
Ａ
と
高
圧
・
高
電
流

に
対
応
し
て
い
る
。
絶
縁
カ
バ
ー
色
は

６
色
が
完
備
。

　
パ
ワ
ー
ク
リ
ッ
プ
は
、
ク
リ
ッ
プ
歯

の
上
下
の
８
カ
所
で
ね
じ
の
ア
タ
マ
を

挟
み
保
持
す
る
ツ
メ
を
設
け
る
と
と
も

に
、
ね
じ
を
安
定
化
さ
せ
る
ス
ト
ッ
パ

ー
を
ク
リ
ッ
プ
歯
の
奥
に
設
け
る
こ
と

で
、
ね
じ
ア
タ
マ
を
完
全
に
挟
み
こ
ん

で
固
定
し
保
持
で
き
る
。

　
「
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｋ
Ａ
Ｅ
チ
ッ
プ
Ｔ
Ｊ
―

１
０
０
シ
リ
ー
ズ
」は
、先
端
部
が
バ
ナ

ナ
プ
ラ
グ
、Ｙ
型
端
子
、φ
２
ピ
ン
プ
ラ

グ
の
３
種
類
が
揃
っ
て
お
り
、
先
端
交

換
と
組
み
合
わ
せ
が
自
在
に
行
え
る
。

配線接続用クリップ「Ｓａｔ
Ｃｏｎパワークリップシリーズ」

現
場
配
線
・
結
線
作
業
が
誰
で
も
簡
単

に
専
用
工
具
無
し
で
接
続
で
き
る
ス
ク

リ
ュ
ー
レ
ス
コ
ネ
ク
タ
な
ど
を
中
心
に

展
示
す
る
。
小
間
№
は
２
―
03
。

　
「
Ｓ
ａ
ｔ
Ｃ
ｏ
ｎ
パ
ワ
ー
ク
リ
ッ
プ

シ
リ
ー
ズ
」
は
、
引
張
耐
力
が
同
社
従

配
線
作
業
を
大
幅
短
縮
軽
減

フエニックス・コンタクト

http://www.phoenixcontact.co.jp

電
流
端
子
台
に
着
目
し
、
圧
着
レ
ス
で

接
続
可
能
な
大
電
流
用
の
端
子
台
「
Ｐ

Ｔ
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
シ
リ
ー
ズ
」
を
販
売
し

て
い
る
。

　
動
力
系
・
電
源
系
の
太
い
電
線
を
、

Ｐ
ｕ
ｓ
ｈ
―
ｉ
ｎ
、
も
し
く
は
裸

線
の
ま
ま
端
子
台
に
差
し
込

み
、
レ
バ
ー
を
回
転
す
る
だ
け
で

素
早
く
・
簡
単
・
安
全
に
「
圧
着

レ
ス
」
接
続
が
完
了
す
る
た
め
、

圧
着
端
子
が
不
要
と
な
り
、
さ
ら

に
作
業
負
荷
が
軽
減
さ
れ
、
配
線

時
間
も
大
幅
に
短
縮
で
き
る
。

　
定
格
電
流
／
電
圧
は
、
最
大
３

　
現
在
、
日
本
国
内
に
お
い
て
省
工
数

・
省
ス
ペ
ー
ス
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
か

ら
、
「
Ｐ
ｕ
ｓ
ｈ
―
ｉ
ｎ
接
続
」
が
急

速
に
広
ま
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
中
、
フ

エ
ニ
ッ
ク
ス
・
コ
ン
タ
ク
ト
で
は
、
大

０
９
Ａ
／
１
５
０
０
Ｖ
で
、
適
用
電
線

は
最
大
１
８
５
㎟
。

　
さ
ら
に
、
端
子
台
間
の
渡
り
は
、
ブ

リ
ッ
ジ
バ
ー
（
２
極
用
、
３
極
用
あ

り
）
を
挿
入
す
る
だ
け
で
可
能
。
ま

た
、
分
岐
プ
ラ
グ
を
使
っ
て
最
大
４
分

岐
も
容
易（
０
・
５
―
10
㎟
に
対
応
）
。

　
Ｃ
Ｅ
マ
ー
キ
ン
グ
・
各
種
海
外
規
格

を
取
得
済
で
、
海
外
向
け
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
も
最
適
。

　
機
種
は
、
直
付
／
Ｄ
Ｉ
Ｎ
レ
ー
ル
取

り
付
け
で
、
電
流
・
電
圧
、
線
径
で
各

４
タ
イ
プ
が
完
備
し
、
ア
ー
ス
用
、
組

立
済
み
ブ
ロ
ッ
ク
、
チ
ェ
ッ
ク
用
端
子

部
品
な
ど
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
豊
富
に

そ
ろ
っ
て
い
る
。 

（
紙
上
参
加
）

圧着レス大電流用端子台
「ＰＴＰＯＷＥＲシリーズ」

盤
の
小
型
化
と
省
工
数
実
現

富士電機機器制御

http://www.fujielectric.co.jp/fcs/

09
）
と
オ
ン
ラ
イ
ン
展
に
「
『
省
の
チ

カ
ラ
』
と
『
つ
な
が
る
チ
カ
ラ
』
」
を

テ
ー
マ
で
出
展
し
、
お
客
さ
ま
の
課
題

解
決
と
そ
の
一
歩
先
を
提
案
す
る
。

　
主
な
出
展
内
容
は
、
省
工
数
に
つ
な

が
る
プ
ラ
グ
イ
ン
ブ
レ
ー
カ
、
及
び
ス

プ
リ
ン
グ
端
子
機
器
「
Ｆ
―
Ｑ
ｕ
ｉ

Ｑ
」
、
省
配
線
の
コ
マ
ン
ド
ス
イ
ッ
チ

（
φ
16
、
φ
22
）
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

保
護
継
電
器
「
Ｆ
―
Ｍ
Ｐ
Ｃ
60
Ｇ
」
、

省
保
守
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
（
サ
ー
ジ
保
護
機

器
）
を
は
じ
め
、
盤
内
高
圧
機
器
・
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
。

　
富
士
電
機
機
器
制
御
は
、
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ

Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ
の
リ
ア
ル
（
小
間
№
３
―

　
こ
の
う
ち
、
プ
ラ
グ
イ
ン
ブ
レ
ー
カ

は
、
電
源
側
（
１
次
側
）
の
配
線
が
不

要
に
な
っ
た
こ
と
で
、
ね
じ
締
め
と
い

っ
た
熟
練
作
業
の
時
間
が
削
減
で
き
、

盤
の
品
質
が
平
準
化
さ
れ
る
た
め
作
業

効
率
が
向
上
す
る
。

　
同
時
に
、
電
源
取
り
回
し
ス
ペ
ー
ス

や
中
継
端
子
台
を
削
減
で
き
る
た
め
配

線
部
分
を
小
さ
く
で
き
、
盤
の
小
型
化

が
可
能
に
な
り
、
半
導
体
製
造
装
置
な

ど
の
小
型
化
を
実
現
で
き
る
。

　
ス
プ
リ
ン
グ
端
子
機
器
「
Ｆ
―
Ｑ
ｕ

ｉ
Ｑ
」
は
、
配
線
作
業
時
間
を
大
幅
に

短
縮
で
き
る
プ
ッ
シ
ュ
イ
ン
接
続
方
式

を
採
用
し
て
お
り
、
配
線
の
信
頼
性
も

向
上
す
る
。
設
備
や
機
器
の
保
守
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
作
業
も
軽
減
で
き
る
。

プラグインブレーカ 自立盤ウイングキャビネット＆
ケーブルゲートシステム



（7）　　　２０２２年（令和４年）６月１日

工
数
削
減
や
施
工
時
間
短
縮

ワゴジャパン

https://www.wago.co.jp/

スプリング式や
ＩｏＴ対応システム

気
工
事
会
社
向
け
に
は
結
線
作
業
の
省

力
化
を
可
能
に
す
る
新
型
コ
ネ
ク
タ

を
、
そ
れ
ぞ
れ
展
示
す
る
。

　
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
　
Ｃ
Ａ
Ｇ
Ｅ
　
Ｃ
Ｌ
Ａ

Ｍ
Ｐ
大
電
流
端
子
台
「
２
８
５
シ
リ
ー

ズ
」
は
、
２
０
０
ｓ
ｑ
ま
で
の
太
線
を

圧
着
不
要
で
結
線
で
き
る
３
０
０
Ａ
対

応
の
大
容
量
端
子
台
。
ス
プ
リ
ン
グ
式

に
よ
り
ゆ
る
み
が
無
く
、
ト
ル
ク
管
理

や
増
し
締
め
不
要
で
分
電
盤
の
年
次
点

検
作
業
を
省
力
化
。
２
０
１
９
年
Ｊ
Ｅ

Ｃ
Ａ
　
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ
製
品
コ
ン
ク
ー
ル
受

賞
製
品
。

　
レ
バ
ー
操
作
ス
プ
リ
ン
グ
式
端
子
台

　
ワ
ゴ
ジ
ャ
パ
ン
は
、
電
気
設
備
で
工

数
削
減
・
施
工
時
間
短
縮
に
貢
献
す
る

製
品
や
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
３
つ
の
ゾ

ー
ン
に
分
け
て
展
示
す
る
。
小
間
№
２

―
46
。

　
ゼ
ネ
コ
ン
・
サ
ブ
コ
ン
向
け
に
は
省

施
工
、
省
コ
ス
ト
、
省
ス
ペ
ー
ス
な
端

子
台
を
、
設
計
事
務
所
・
デ
バ
ロ
ッ
パ

ー
向
け
に
は
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
の
入
退
出

と
照
明
制
御
を
連
動

し
て
効
率
的
な
管
理

・
運
用
を
実
現
す
る

Ｉ
ｏ
Ｔ
対
応
ビ
ル
管

理
シ
ス
テ
ム
を
、
電

「
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｊ
Ｏ
Ｂ
　
Ｓ
」は
、レ
バ
ー
操

作
で
工
具
不
要
の
結
線
を
可
能
に
し
た

省
力
化
端
子
台
。
差
込
コ
ネ
ク
タ
「
Ｗ

Ｇ
Ｚ
シ
リ
ー
ズ
」
は
、
従
来
品
を
約
30

％
小
型
化
し
省
ス
ペ
ー
ス
を
実
現
。
引

き
抜
き
力
Ｕ
Ｐ
と
結
線
確
認
窓
の
追
加

に
よ
り
安
全
性
を
向
上
し
た
新
製
品
。

ワ
ン
タ
ッ
チ
コ
ネ
ク
タ
「
Ｗ
Ｆ
Ｒ
シ
リ

ー
ズ
」
は
、
よ
り
線
と
単
線
を
レ
バ
ー

操
作
で
簡
単
に
接
続
。
圧
着
端
子
不
要

で
混
在
使
用
も
Ｏ
Ｋ
。
　

　
オ
フ
ィ
ス
環
境
の
統
合
シ
ス
テ
ム

「
Ｗ
Ａ
Ｇ
Ｏ
　
Ｉ
ｏ
Ｔ
　
Ｓ
ｏ
ｌ
ｕ
ｔ

ｉ
ｏ
ｎ
」
は
、照
明
・
空
調
を
Ｉ
Ｃ
カ

ー
ド
の
利
用
で
在
室
管
理
と
連
動
し
自

動
で
最
適
化
す
る
未
来
型
統
合
制
御
シ

ス
テ
ム
。

交・直
両
用
で
高
い
信
頼
性

ＷａｓｈｉＯＮ共立継器

http://www.washion.co.jp

重負荷用電磁接触器
「ＷＣＤ形」

分
野
で
製
品
を
開
発
し
、
実
績
を
築
き

あ
げ
て
き
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ
　
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ
２
０
２
２

（
小
間
№
１
―
03
）
で
は
、
電
源
切
換

開
閉
器
、
端
子
台
、
直
流
電
磁
接
触

器
、
電
圧
継
電
器
、
パ
ワ
ー
リ
レ
ー
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
使
わ
れ
て
い
る

製
品
を
展
示
し
、
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

　
近
年
、
停
電
が
許
さ
れ
な
い
設
備
や

シ
ス
テ
ム
に
対
し
必
要
性
が
見
直
さ
れ

て
い
る
非
常
用
電
源
に
欠
か
せ
な
い
、

高
速
電
源
切
換
装
置
「
Ｈ
Ｔ
Ｓ
シ
リ
ー

ズ
」
や
電
源
切
換
開
閉
器
「
Ｓ
Ｓ
Ｋ
シ

リ
ー
ズ
」
を
中
心
に
展
示
す
る
。

　
Ｗ
ａ
ｓ
ｈ
ｉ
Ｏ
Ｎ
共
立
継
器
は
、
電

気
接
触
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー

と
し
て
創
立
か
ら
62
年
、
創
意
、
企
図

心
、
迅
速
を
も
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
電
気

　
ま
た
、
次
世
代
ロ
ボ
ッ
ト
へ
の
自
動

充
電
用
と
し
て
、
ユ
ー
ザ
ー
の
使
用
環

境
や
用
途
に
合
わ
せ
て
設
計
、
製
作
し

て
い
る
「
急
速
充
電
用
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
を
展
示
す
る
。
同
製
品
は
工
場
な

ど
で
使
用
さ
れ
る
無
人
搬
送
台
車
（
Ａ

Ｇ
Ｖ
）
の
バ
ッ
テ
リ
ー
へ
の
自
動
充
電

シ
ス
テ
ム
と
し
て
使
用
で
き
る
。

　
新
製
品
と
し
て
、
重
負
荷
用
電
磁
接

触
器
「
Ｗ
Ｃ
Ｄ
形
」
の
展
示
を
行
う
。

ク
レ
ー
ン
や
圧
延
機
器
な
ど
に
適
し
た

高
頻
度
開
閉
能
力
を
持
っ
た
ク
ラ
ッ
パ

ー
形
の
電
磁
接
触
器
で
あ
り
、
交
流
定

格
と
直
流
定
格
で
使
用
可
能
な
動
作
信

頼
性
に
す
ぐ
れ
た
電
磁
接
触
器
で
あ

る
。
主
に
鉄
鋼
業
界
や
ク
レ
ー
ン
業
界

な
ど
へ
の
需
要
を
見
込
ん
で
い
る
。

Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ　

Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ 

出
展
各
社
の

製
品
紹
介

省
工
数
で
接
続
状
態
を
表
示

不二電機工業

https://www.fujidk.co.jp

省
工
数
に
貢
献
す
る
人
に
「
や
さ
し

い
」
製
品
を
提
案
す
る
。
小
間
№
３
―

57
。

　
注
目
製
品
は
、
電
線
接
続
表
示
（
イ

ン
ジ
ケ
ー
タ
）
付
き
ア
ー
ス
速
結
端
子

台
「
Ｔ
Ｐ
Ｇ
形
」
、
電
力
量
計
無
停
電

交
換
ユ
ニ
ッ
ト
「
Ｕ
Ｐ
Ｄ
形
／
Ｕ
Ｐ
Ｃ

形
／
Ｔ
Ｊ
―
Ｃ
Ｔ
Ｍ
形
」
。

　
こ
の
う
ち
、
ア
ー
ス
速
結
端
子
台

「
Ｔ
Ｐ
Ｇ
形
」
は
、
ね
じ
締
め
作
業
が

な
い
た
め
、
配
線
を
差
し
込
む
だ
け
で

ブ
ス
バ
ー
に
つ
な
が
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー

な
し
で
す
ぐ
に
配
線
作
業
が
で
き
る
。

こ
の
た
め
、
ア
ー
ス
配
線
の
作
業
時
間

　
不
二
電
機
工
業
は
、
「
品
質
は
一
番

確
か
な
セ
ー
ル
ス
マ
ン
」
を
永
久
標
語

に
、
製
品
の
高
い
品
質
と
安
全
性
を
追

求
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ
　
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ

で
は
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
市
場
で
培
っ
た

「
つ
な
ぐ
」
技
術
を
生
か
し
、
省
人
・

が
約
４
分
の
１
に
、
ブ
ス
バ
ー
へ
の
取

り
付
け
時
間
も
約
３
分
の
１
に
短
縮
。

し
か
も
、
ね
じ
増
し
締
め
も
不
要
で
、

ね
じ
締
め
の
ト
ル
ク
管
理
や
専
用
工
具

管
理
も
な
く
な
る
。
ま
た
、
電
線
接
続

状
態
の
表
示
（
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
）
に
よ

り
「
安
心
・
安
全
・
確
実
」
な
作
業
を

実
現
。

　
し
か
も
、
寸
法
サ
イ
ズ
は
、
ブ
レ
ー

カ
ー
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
１
極
25
㍉
㍍

幅
で
設
計
し
て
い
る
。

　
一
方
、
電
力
量
計
無
停
電
交
換
ユ
ニ

ッ
ト
は
、
変
成
器
付
メ
ー
タ
ー
用
（
Ｔ

Ｊ
―
Ｃ
Ｔ
Ｍ
形
）
、
60
Ａ
メ
ー
タ
ー
用

（
Ｕ
Ｐ
Ｃ
形
）
に
加
え
、
新
た
に
１
２

０
Ａ
メ
ー
タ
ー
用
（
Ｕ
Ｐ
Ｄ
形
）
を
ラ

イ
ン
ア
ッ
プ
し
た
。

電線接続表示（インジケータ）付き
アース速結端子台「ＴＰＧ形」

Ａ
Ｉ
で
省
エ
ネ
を
サ
ポ
ー
ト

三菱電機

http://www.mitsubishielectric.co.jp/fa/

　
三
菱
電
機
は
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ
　
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ

２
０
２
２
に
、
省
エ
ネ
分
析
・
診
断
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
「
Ｅ
ｃ
ｏ
Ａ
ｄ
ｖ
ｉ

ｓ
ｅ
ｒ
」
を
中
心
に
出
展
す
る
。
小
間

番
号
は
２
―
70
。

　
ま
た
、
７
月
29
日
ま
で
開
催
の
Ｊ
Ｅ

Ｃ
Ａ
　
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ
オ
ン
ラ
イ
ン
展
に
も

出
展
し
て
い
る
。

　
省
エ
ネ
分
析
・
診
断
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
「
Ｅ
ｃ
ｏ
Ａ
ｄ
ｖ
ｉ
ｓ
ｅ
ｒ
」

は
、
同
社
の
Ａ
Ｉ
技
術
　
〝
Ｍ
ａ
ｉ
ｓ

ａ
ｒ
ｔ
〞
を
活
用
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ロ

ス
抽
出
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
ロ
ス
要
因
診
断

に
よ
っ
て
省
エ
ネ
活
動
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を

ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
も
の
。
生

産
現
場
等
に
お
い
て
蓄
積
し
た
収
集
デ

ー
タ
の
見
え
る
化
だ
け
で
な
く
、
Ａ
Ｉ

に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
ロ
ス
抽
出
や
要
因

診
断
で
効
果
的
な
省
エ
ネ
活
動
を
実
現

で
き
る
。

　
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
各
企

業
に
お
い
て
さ
ら
な
る
省
エ
ネ
活
動
が

必
要
と
さ
れ
る
中
、
同
社
は
こ
れ
ま

で
、
充
実
し
た
グ
ラ
フ
機
能
に
よ
っ
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の
見
え
る
化
や
分

析
を
容
易
に
し
た
省
エ
ネ
支
援
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
Ｅ
ｃ
ｏ
Ａ
ｄ
ｖ
ｉ
ｓ
ｅ
ｒ

に
よ
る
運
用
改
善
で
の
省
エ
ネ
を
訴
求

し
て
き
た
。

　
な
お
同
製
品
は
、
製
品
コ
ン
ク
ー
ル

に
も
参
加
し
て
い
る
。

省エネ分析・診断アプリケーション
「ＥｃｏＡｄｖｉｓｅｒ」

ブース№1-03JECA FAIR 2022に出展します

WCD形
重負荷用電磁接触器

SSK‒E形
瞬時励磁式機械保持形
電源切換開閉器

•クレーン・圧延機械などに適した高頻度開閉能力を持っ
たクラッパー形の電磁接触器です。 

•消弧室がスムーズに開閉でき、接点の点検および部品交
換が容易に行えます。 

•すぐれた動作信頼性と高頻度開閉能力があります。 

•操作コイル2個を使用した瞬時励磁式。豊富なバリエー
ションでお客様のニーズにお応えします。

•操作回路､主回路部をケース内に収納し、安全面に考慮
しました。

•操作用補助リレー瞬時切離し用として専用接点を内蔵
しています。

電気接触はWashiON共立継器におまかせください
蓄積した技術と確かな品質で お客様のニーズにお応えします
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設
備
は
チ
ュ
ー
ン
ア
ッ
プ
で
き
て

一
人
前
。

内
製
化
で
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を
目
指
せ

設
備
へ
の
考
え
方

急所63

と
い
い
で
す
ね
。

　
徐
々
に
実
力
を
向
上
さ
せ

て
い
っ
て
、
設
備
に
独
自
の

チ
ュ
ー
ン
ア
ッ
プ
を
施
せ
る

よ
う
に
な
っ
た
ら
一
人
前
と

い
え
ま
す
。
安
く
速
く
他
に

な
い
製
品
を
作
れ
る
よ
う
に

な
る
で
し
ょ
う
。

　
ど
ん
な
仕
事
で
あ
っ
て

も
、
プ
ロ
と
呼
ば
れ
る
人
た

ち
に
と
っ
て
、
自
分
が
使
う

道
具
の
調
整
や
改
造
は
で
き

て
当
た
り
前
で
す
。
と
き
に

　
そ
し
て
最
終
的
に
、
自
分

た
ち
で
設
備
自
体
を
内
製
化

で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
圧

倒
的
な
強
み
を
持
つ
こ
と
が

で
き
、
間
違
い
な
く
オ
ン
リ

ー
ワ
ン
企
業
に
な
れ
る
の
で

す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
伴
っ
て
、
外
で
は

み
ん
な
が
触
れ
る
モ
ノ
に
な

る
べ
く
触
ら
な
い
よ
う
に
し

た
い
と
い
う
人
が
増
え
て
い

ま
す
。
先
日
あ
る
回
転
す
し

屋
さ
ん
に
行
っ
て
な
る
ほ
ど

な
ぁ
…
…
と
感
心
し
た
の
で

す
が
、
テ
ー
ブ
ル
上
に
あ
る

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ホ
で
読

み
取
る
と
、
そ
の
お
店
の
私

た
ち
が
座
っ
て
い
る
席
専
用

の
画
面
が
現
れ
て
、
自
分
の

ス
マ
ホ
で
注
文
か
ら
会
計
ま

で
の
全
て
の
操
作
が
簡
単
に

で
き
る
の
で
す
。
あ
ま
り
の

簡
単
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
こ
れ
ま
で
で

あ
っ
た
ら
自
分
で
は
と
て
も

無
理
と
思
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
、
ス
マ
ホ
を
使
う
と
誰
に

で
も
で
き
る
時
代
が
来
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
同
様

に
、
こ
れ
ま
で
は
外
部
の
専

門
家
に
頼
っ
て
い
た
け
れ

ど
、
こ
れ
か
ら
は
自
分
で
で

き
る
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
見
つ

け
て
実
行
す
る
時
代
に
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

は
道
具
自
体
を
作
っ
た
り
も

し
て
い
ま
す
。
買
っ
て
き
た

ま
ま
で
使
っ
て
い
る
の
な

ら
、
そ
れ
は
ア
マ
チ
ュ
ア
の

仕
事
レ
ベ
ル
だ
と
い
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
も
し
プ
ロ
の
仕
事
が
で
き

て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
で

き
る
よ
う
に
な
る
第
一
歩
と

し
て
、
ま
ず
は
設
備
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
か
ら
は
じ
め
て
み

ま
し
ょ
う
。
日
常
点
検
や
給

油
、
増
し
締
め
と
い
っ
た
レ

ベ
ル
か
ら
、
も
う
一
歩
進
め

た
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
て
、

そ
の
次
に
は
一
部
分
で
い
い

の
で
分
解
し
て
オ
ー
バ
ー
ホ

ー
ル
を
す
る
の
で
す
。
最
初

は
専
門
家
に
頼
ん
で
も
、
そ

の
作
業
を
じ
っ
と
観
察
・
研

究
し
て
、
次
か
ら
自
分
た
ち

で
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く

【
略
歴
】
柿
内
幸
夫
　
１
９
５
１
年
東
京
生
ま
れ
。

（
株
）
柿
内
幸
夫
技
術
士
事
務
所
　
所
長
と
し
て
モ
ノ
づ

く
り
の
改
善
を
通
じ
て
、
世
界
中
で
実
践
し
て
い
る
。
日

本
経
団
連
の
研
修
講
師
も
務
め
る
。
経
済
産
業
省
先
進
技

術
マ
イ
ス
タ
ー
（
平
成
29
年
度
）
、
柿
内
幸
夫
技
術
士
事

務
所
所
長
　
改
善
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
工
学
博
士
　
技
術

士
（
経
営
工
学
）
、
多
摩
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
客
員

教
授
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
（
Ｋ

Ｂ
Ｓ
）
特
別
招
聘
教
授
（
２
０
１
１
〜
２
０
１
６
）
、
静

岡
大
学
客
員
教
授
。
著
書
「
カ
イ
ゼ
ン
４
・
０
―
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
発
　
企
業
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
」、

「
儲
か
る
メ
ー
カ
ー
　
改
善
の
急
所
〈
１
０
１
項
〉
」
、

「
ち
ょ
こ
っ
と
改
善
が
企
業
を
変
え
る
：
大
き
な
変
革
を

実
現
す
る
42
の
ヒ
ン
ト
」
な
ど
。

一
般
社
団
法
人
日
本
カ
イ
ゼ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
改
善
の
実
行
を
通
じ
て
日
本
を
さ
ら
に
良
く
す
る
こ
と
を

目
指
し
、
２
０
１
９
年
６
月
に
設
立
。
企
業
間
ビ
ジ
ネ
ス
の

マ
ッ
チ
ン
グ
か
ら
問
題
・
課
題
へ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提

供
、
新
た
な
技
術
や
素
材
へ
の
情

報
提
供
、
そ
れ
ら
の
基
礎
と
な
る

企
業
間
の
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
な

ど
勉
強
会
、
セ
ミ
ナ
ー
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
工
場
見
学
会
、
公
開

カ
イ
ゼ
ン
指
導
会
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

■
詳
細
・
入
会
は
こ
ち
ら

https://www

・kaizenpro 
ject

・jp/

�101
項

日本カイゼンプロジェクト
会長　　柿内幸夫

儲かるメーカー
改善の急所

22年3月産業機械

受注額7142億円
前年同月比８％アップ

22年4月工作機械

18カ月連続前 年
同月比超え

受注額は1550億円
　
内
需
は
４
５
２
１
億
６
８

０
０
万
円
（
２
・
２
％
増
）

で
、
製
造
業
向
け
は
30
・
５

％
増
と
急
進
し
、
非
製
造
業

向
け
は
21
・
０
％
減
、
官
公

需
向
け
は
２
・
３
％
増
、
代

理
店
向
け
は
３
・
５
％
増
と

ほ
ぼ
横
ば
い
。

　
う
ち
増
加
機
種
は
ボ
イ
ラ

・
原
動
機
（
３
・
５
％

増
）
、
タ
ン
ク
（
32
・
５
％

増
）
、
送
風
機
（
20
・
８
％

増
）
、
運
搬
機
械
（
16
・
３

％
増
）
、
変
速
機
（
６
・
６

％
増
）
、
そ
の
他
機
械
（
36

・
７
％
）
。
減
少
し
た
の
は

鉱
山
機
械
（
74
・
９
％

減
）
、
化
学
機
械
（
１
・
６

％
減
）
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
加

工
機
械
（
37
・
５
％
減
）
、

ポ
ン
プ
（
11
・
１
％
減
）
、

圧
縮
機
（
17
・
３
％
減
）
、

金
属
加
工
機
械
（
49
・
４
％

減
）
。

　
外
需
は
２
６
２
０
億
６
０

０
万
円
（
19
・
９
％
増
）
。

プ
ラ
ン
ト
案
件
は
な
し
。

　
う
ち
増
加
機
種
は
、
ボ
イ

ラ
・
原
動
機
（
１
１
４
・
９

％
増
）
、
鉱
山
機
械
（
48
・

０
％
増
）
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

加
工
機
械
（
14
・
９
％

増
）
、
ポ
ン
プ
（
15
・
１
％

増
）
、
送
風
機
（
１
９
０
・

６
％
増
）
、
運
搬
機
械
（
１

・
６
％
増
）
、
金
属
加
工
機

械
（
１
６
７
・
１
％
増
）
、

そ
の
他
機
械
（
66
・
９
％

増
）
。
減
少
し
た
の
は
、
化

学
機
械
（
66
・
９
％
減
）
、

タ
ン
ク
（
90
・
９
％
減
）
、

圧
縮
機
（
５
・
３
％
減
）
。

　
日
本
産
業
機
械
工
業
会
に

よ
る
と
、
２
０
２
２
年
３
月

の
環
境
装
置
の
受
注
額
は
７

６
７
億
７
３
０
０
万
円
（
前

年
同
月
比
32
・
３
％
増
）
と

な
っ
た
。

　
製
造
業
向
け
は
、
約
３
倍

と
な
る
１
９
７
・
６
％
増
。

鉄
鋼
向
け
集
じ
ん
装
置
、
非

鉄
金
属
向
け
事
業
系
廃
棄
物

処
理
装
置
、
機
械
、
そ
の
他

向
け
産
業
廃
水
処
理
装
置
が

増
加
し
た
。
非
製
造
業
向
け

は
40
・
７
％
増
。
事
業
系
廃

棄
物
処
理
装
置
が
増
加
し

た
。官
公
需
は
15
・
７
％
増
。

都
市
ご
み
処
理
装
置
、
ご
み

処
理
装
置
関
連
機
器
が
増

加
。外
需
は
38
・
２
％
増
。排

煙
脱
硫
装
置
が
増
加
し
た
。

　
装
置
別
で
は
、
大
気
汚
染

防
止
装
置
が
、
鉄
鋼
向
け
集

じ
ん
装
置
、
海
外
向
け
排
煙

脱
硫
装
置
の
増
加
で
22
・
８

％
増
。
水
質
汚
濁
防
止
装
置

が
、
化
学
向
け
産
業
廃
水
処

理
装
置
、
官
公
需
向
け
下
水

汚
水
処
理
装
置
、
汚
泥
処
理

装
置
が
減
少
し
６
・
９
％

減
。
ご
み
処
理
装
置
は
、
官

公
需
向
け
都
市
ご
み
処
理
装

置
、
非
鉄
金
属
、
そ
の
他
非

製
造
業
向
け
事
業
系
廃
棄
物

処
理
装
置
、
官
公
需
向
け
関

連
機
器
の
増
加
で
55
・
１
％

増
。
騒
音
振
動
防
止
装
置
は

そ
の
他
製
造
業
向
け
騒
音
防

止
装
置
の
増
加
に
よ
１
１
０

・
１
％
増
と
な
っ
た
。

　
日
本
工
作
機
械
工
業
会
に

よ
る
と
、
２
０
２
２
年
４
月

（
速
報
）
の
工
作
機
械
の
受

注
額
は
１
５
４
９
億
９
１
０

０
万
円
で
、
前
年
同
月
比
25

・
０
％
増
。
う
ち
内
需
が
５

３
２
億
１
７
０
０
万
円
（
47

・
５
％
増
）
、
外
需
が
１
０

１
７
億
７
４
０
０
万
円
（
15

・
８
％
増
）
と
な
っ
た
。

　
２
カ
月
連
続
の
１
５
０
０

億
円
を
超
え
、
前
年
同
月
比

で
は
18
カ
月
連
続
の
増
加
と

な
る
。
内
需
は
半
導
体
関
連

や
補
助
金
効
果
が
下
支
え

し
、
外
需
は
中
国
の
ロ
ッ
ク

ダ
ウ
ン
な
ど
が
懸
念
材
料
と

し
な
が
ら
も
、
高
水
準
を
継

続
し
て
い
る
。

　
日
本
産
業
機
械
工
業
会
に

よ
る
と
、
２
０
２
２
年
３
月

の
産
業
機
械
の
受
注
額
は
７

１
４
１
億
７
４
０
０
万
円

（
前
年
同
月
比
８
・
０
％

増
）
と
な
っ
た
。

【
定
点
観
測
】
Ｆ
Ａ
・
自
動
化
業
界
市
況
デ
ー
タ

22
年
3
月
環
境
装
置

製
造
業
向
け
伸
長

受
注
額
768
億
円

前
年
同
月
比 

32

％

増

工場新設・増設情報 6月第１週

■日東工業、愛知県瀬戸市にスマートファクトリー。
2024年春建設
　日東工業は、2024年春に愛知県瀬戸市に新工場を建
設する。電気機器収納用キャビネットなどの新工場で、
環境負荷低減に配慮し、DXを採り入れたスマートフ
ァクトリーとなる。

　敷地面積は、25万3898平方㍍、延床面積は工場棟が
４万7760平方㍍、その他の棟が2150平方㍍。キャビネ
ット、ブレーカー、システムラック、光接続箱、熱関
連機器などを生産、従業員数は約300人。
　工場の屋根に太陽光発電システムを設置、発電した
電力を空調・照明・各種生産設備に使用、蓄電池設備
も導入し、事務エリアの防災電源を確保する。不足電
力はカーボンフリー電力を購入、再生可能エネルギー
で全ての電力をまかなう環境配慮型工場となる。
　また、来客、社員駐車場にＥＶ充電設備100台を順
次設置するほか、省エネ空調、高効率機器の導入など
で大幅な省エネ化を図る。
　さらに、ＤＸの推進として、同社独自のスマートオ
ーダーキャビネットの生産システムを導入する。標準
キャビネットをベースに、顧客が求める製品データ（サ
イズ、穴加工、色）を入力すれば、データが生産設備
に反映され、自動で多品種少量生産に対応できる生産
システムとなっている。顧客が要求する仕様、品質の
製品を最適な価格、納期で提供できる。
■小林製薬、宮城県黒川郡大和町に世界供給対応の医
薬品工場を建設
　小林製薬は、100%子会社の仙台小林製薬敷地内（宮
城県黒川郡大和町松坂平４-３仙台北部中核工業団地
内）に、「全世界に供給可能な医薬品工場」をコンセ
プトとする医薬品工場を建設する。６月の着工を前に、
５月20日に起工式を実施した。
　新工場は、薬局やドラッグストアなどで処方せんな
しに購入できる医薬品となるOTC医薬品の製造を担
い、国際基準であるPIC/S、GMPに準拠し、世界各
国の法規制に対応した製品を製造して海外へ展開する
中核拠点となる。構内物流の自動化やデータ活用のシ

ステムを構築し、さらにエネルギーマネジメントシス
テムも整備してスマート工場を目指す。

　延床面積２万6300平方㍍、建築面積は１万4880平方
㍍。洗眼液や消炎鎮痛薬などを生産し、生産能力は約
4000万本。投資金額は200億円から250億円。2024年中
の竣工、2025年中の稼働を目指す。
■イビデン、岐阜県大垣市のICパッケージ基板生産新
棟建設の起工式実施
　イビデンは、岐阜県大垣市の河間事業場(岐阜県大
垣市河間町３-200)に建設する高機能ICパッケージ基
板の生産を行う新棟の起工式を行った。総投資額は
1800億円で、スマートファクトリーとして2023年度下
期に竣工予定となっている。
■いなば食品の持株会社INBホールディングス、愛知
県大府市にペットフードの新工場
　いなば食品の持株会社のINBホールディングスは、
ペットフード製造子会社のスマックを通じて愛知県大
府市にペットフード新工場を建設する。新工場は敷地
面積約３万1000平方㍍で、12月に着工し、24年４月か
ら稼働開始を予定している。投資金額は72億円。
■昭栄化学工業、福岡県糸島市に量子ドットの新工場。
2023年10月竣工予定
　昭栄化学工業は、福岡県糸島市に量子ドットの量産
工場を建設する。

　新工場の昭栄化学工業糸島事業所（福岡県糸島市東
1999-23）は、次世代ディスプレイ向け量子ドットの
生産と研究開発拠点となり、敷地面積は１万4600平方
㍍。投資金額は60億円。2023年10月に竣工の予定。新
規雇用は操業開始から３年間で50人を予定している。

■ミロク、猟銃増産に向け高知県南国市に新工場用地
を取得
　猟銃や工作機械、自動車関連製品などを手掛けるミ
ロクは、猟銃の増産を目的とする新工場の建設に向け、
高知県南国市に工場用地を取得した。
　取得したのは、高知県南国市日章あけぼの南国日章
産業団地２号区画。取得価格は約８億5873万円。
■キョウデン、タイにEV向け多層基板量産工場を建
設。2023年12月完成予定
　キョウデンは、タイ・チョンブリ県のKYODEN
（Thailand）に、EV向け多層系プリント基板を生産
するタイ第４工場を建設する。４万平方㍍の敷地に、
延床面積３万8000平方㍍規模の新工場を予定し、完成
後は現行の生産能力13万平方㍍／月から50％増の19万
平方㍍／月まで向上する計画。完成は2023年12月を予
定している。
■パワーエックス、41.5億円の資金調達。大型電池製
造工場を建設
　エネルギー関連スタートアップで、大型蓄電池の製
造・販売、電気運搬船の開発製造を行うパワーエック
スは、シリーズAラウンドの前半として41.5億円の資
金調達を行い、大型電池製造工場の建設をはじめ、蓄
電池商品の研究開発、人材採用などをすすめる。
■アイリスグループのアイリスプロダクト、福島県南
相馬市に新工場が完成
　アイリスグループのアイリスプロダクトは、福島県
南相馬市復興工業団地内に建設していた「南相馬工場」
が完成し、稼働を開始した。

　新工場は、人工芝や建材用平板・波板、脱酸素剤や
パックごはん用トレーなどを製造。また工場内の製造
ラインの自動化を進め、地元企業におけるロボット導
入支援や福島ロボットテストフィールドの活用などに
も取り組む。
　敷地面積は２万2209平方㍍で、建築面積は１万6561
平方㍍。新規雇用は80人を予定。総投資額は60億円。
■アイリスオーヤマ、宮城県角田市と佐賀県鳥栖市で
パックご飯の生産ライン増強
　アイリスオーヤマは、宮城県角田市の角田工場と、
佐賀県鳥栖市の鳥栖工場で、パックご飯の生産ライン
を増設し生産能力を拡大する。角田工場ではすでに生
産ラインを２ラインから３ラインに増設済みで、鳥栖
工場ではパックご飯と炭酸水の製造ラインを新設して
2023年３月から稼働させる予定。


